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詩
歌
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
間
の
心
の
心
へ
の
心
の
訴
え
が
、
言
葉
に
形
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
の
心
が
、
心
を
 
 

言
葉
の
表
現
に
よ
っ
て
、
読
者
の
心
に
訴
え
掛
け
る
の
に
は
、
何
も
「
心
」
な
る
語
を
用
い
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
 
 

こ
の
語
は
使
わ
な
い
で
（
心
）
は
表
現
さ
れ
る
場
合
が
遥
か
に
多
い
し
、
そ
の
方
が
詩
歌
と
し
て
効
果
は
高
く
な
る
だ
ろ
う
が
、
「
心
」
 
 

な
る
語
も
ま
た
、
言
葉
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
作
中
に
用
い
ら
れ
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
く
、
当
然
な
が
ら
色
々
と
駆
使
さ
れ
う
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
現
に
、
『
高
菜
集
』
 
で
も
、
「
こ
こ
ろ
」
な
る
語
が
直
か
に
作
中
に
様
々
に
屠
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

全
て
が
漢
字
表
記
に
よ
る
こ
の
詩
歌
集
で
、
（
こ
こ
ろ
）
 
は
如
何
な
る
文
字
で
表
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
文
字
の
違
い
に
何
ら
か
 
 

の
意
味
が
あ
る
か
、
そ
し
て
「
こ
こ
ろ
」
な
る
語
は
如
何
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
を
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 
 

ま
ず
、
「
こ
こ
ろ
」
と
現
在
訓
ま
れ
て
い
る
文
字
を
、
そ
の
現
わ
れ
る
順
に
、
詩
歌
の
み
な
ら
ず
前
書
き
や
左
往
、
書
翰
の
文
章
 
 

も
全
て
含
め
て
、
必
要
最
少
限
の
前
後
の
表
現
と
共
に
拾
い
上
げ
て
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
の
表
の
、
巻
数
を
表
わ
す
欄
の
「
●
」
 
 

印
は
、
「
心
」
な
る
文
字
が
熟
語
の
中
に
現
わ
れ
て
い
て
「
こ
こ
ろ
」
と
は
訓
ま
れ
て
い
な
い
も
の
を
示
す
。
歌
番
号
の
L
の
「
前
」
 
 

「
後
」
は
、
そ
の
歌
の
前
（
詞
帝
、
題
詞
）
 
の
、
及
び
後
 
（
左
往
）
 
の
文
章
を
指
し
、
詩
歌
作
品
で
は
な
い
。
「
別
」
は
「
一
本
の
 
 
 

『
高
菜
集
』
 
の
 
（
こ
こ
ろ
）
と
 
（
つ
ま
）
た
ち
 
 

森
 
田
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後   歌   
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鱒  情 情心情情情情 心   字   

表  

み  

空苧王室嘉  硯   
のや  

●   巻   

後  後   歌  
番   

四 四 ニク ニ ○ 九 九  
J工 四 宥二  人○ 九 人  ラ■   

意情心心 意 情心心  原 乍   

歌 結 肝 ま 意 妹後 後   
の び向 た に は の の  

表  

現  

む  

歌
に
口
く
」
と
し
て
の
別
歌
の
こ
と
で
、
「
一
云
」
の
あ
る
も
の
と
共
に
本
稿
で
は
独
立
し
た
一
首
と
し
て
扱
っ
て
お
く
。
「
こ
こ
ろ
」
 
 

の
表
記
文
字
欄
の
 
「
＊
」
印
は
、
異
訓
の
存
在
、
あ
る
い
は
校
合
上
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ
に
つ
 
 

い
て
は
改
め
て
後
に
触
れ
る
。
 
 
 

本
稿
は
、
丙
本
願
寺
本
南
東
集
を
底
本
と
し
て
、
什
棚
倉
複
製
西
本
願
寺
本
萬
栄
集
を
使
用
し
、
引
用
二
言
及
の
表
現
の
字
体
は
 
 

印
刷
上
及
び
現
代
の
▲
般
読
者
の
便
宜
L
、
現
行
の
文
字
を
原
則
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
拾
い
出
し
て
あ
る
表
現
の
う
ち
「
こ
こ
 
 

ろ
」
は
、
表
音
方
式
の
も
の
は
全
て
「
こ
こ
ろ
一
と
表
記
し
、
他
は
原
文
中
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
佗
っ
た
。
「
こ
こ
ろ
」
 
の
前
後
の
 
 

表
現
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
文
字
を
、
表
意
方
式
の
場
今
に
は
尊
重
し
て
使
い
、
全
く
の
仮
名
と
し
て
の
表
音
方
式
の
場
合
 
 

は
、
現
行
の
読
み
卜
し
の
表
記
に
普
通
に
使
わ
れ
る
漢
字
仮
名
混
じ
り
の
表
記
に
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
税
別
と
 
 

し
て
、
新
編
日
本
古
典
文
字
全
鮫
 
『
萬
繋
集
』
H
～
拍
 
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
）
 
小
学
館
 
（
一
九
九
四
～
 
 

▲
九
九
六
年
）
1
以
下
本
稿
で
は
 
（
小
）
 
と
略
記
に
依
拠
す
る
。
以
下
の
文
中
、
例
え
ば
、
①
五
、
は
巻
↓
の
五
番
歌
と
い
う
意
 
 

味
で
あ
る
。
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後   
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五
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六
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二
 
 

六
八
二
 
 

六
八
七
 
 

六
九
一
 
 

六
九
二
 
 

六
九
四
 
 

七
〇
五
 
 

七
一
一
 
 

七
一
三
 
 

七
一
閃
 
 

七
一
六
 
 

七
一
八
 
 

七
二
〇
 
 

七
二
五
 
 

情情情心情情情心情心情憎情情心情意怖心心心意  

か
に
か
く
に
意
は
持
た
ず
大
船
の
 
 

月
か
稚
ぬ
る
と
心
遮
ひ
ぬ
 
 

日
を
近
み
心
に
咽
ひ
血
H
の
み
し
泣
か
ゆ
 
 

心
に
は
忘
る
る
H
な
く
念
ヘ
ビ
も
 
 

偶
に
は
忘
れ
ぬ
も
の
を
 
 

は
ね
ず
也
の
変
ろ
ひ
や
す
き
＃
が
悪
か
も
 
 

惑
へ
る
情
念
ひ
あ
へ
な
i
に
 
 

ま
そ
錠
磨
ぎ
し
心
を
縦
し
て
ば
 
 

ね
も
こ
ろ
に
惰
尽
L
て
恋
ふ
ふ
吾
れ
か
も
 
 

愛
し
と
吾
が
念
ふ
情
＝
…
朋
え
な
む
 
 

情
に
乗
り
て
念
ほ
ゆ
る
妹
 
 

人
の
情
を
尽
さ
く
念
へ
ば
 
 

恋
草
争
・
・
机
み
て
寧
サ
リ
′
＼
九
＝
が
心
か
ら
 
 

偶
の
う
ち
に
恋
ひ
わ
た
る
か
も
 
 

浮
き
た
る
心
吾
が
念
は
な
く
に
 
 

情
た
ゆ
た
ひ
適
は
ぬ
こ
の
こ
ろ
 
 

偶
に
は
思
ひ
わ
た
れ
ど
よ
L
を
な
み
 
 

語
が
恋
ふ
る
情
は
け
だ
し
夢
に
見
え
き
や
 
 

夢
に
見
て
心
の
う
ち
に
煩
え
つ
つ
ぞ
を
る
 
 

む
ら
き
も
の
惰
稚
け
て
 
 

に
ほ
鳥
の
潜
く
池
水
惰
有
ら
ば
 
 
 

君
に
吾
が
恋
ふ
る
情
ホ
さ
ね
 
 

●  ●   

四  五   
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癖   
ケ 自 八八  セ 上 土           八八 八 八八八 八八上  土 セ   
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詐  許  己 許 許   

情 情 情  心心；心心心ぷJL‥L、情 与 心 意心情 許；；心   
呂  日  昌 呂 H   

情逢霞  

をしある  
もら恨  
ちまみ  
てし  薫警管 六二忘か  

め楽  9   

き     なれも  
む  

びて賭  
L   く   む  
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七  ハ  六  十  

前   

ノヽ 八ク ケ 〃    0 0ク ○ 九  
弄 四 三 三 三 二 一 0 0 0 四 二  門 円  一 三  九 九 漢   
二 三 八 六 四 0 0 五 四 二 五 一  四 三  一 五  八 七 詩   

情 心 心 情 情 心 心 心 心 心 一隅 心  惰 情心心情  心 心、几、左、几、   

吾 〈 つ 君 恩 心 R わ 吾 海珊考 恋  紅松  争 ま  慰 心 心 心 胸   

が一 ち が ふ 尽 こ がが 神三三に ひ  警  差璧夏萱  情 云 は 情 惜 し そ 心 下 の 念 来  ゆ ） り 燭巨を て 間∴か 心 心 ひ し   

た 紅 心 く 如 吾 て ら 木 し て 心   
に の ゆ  仰 が れ な の 得 出 い   な  き と を  
た 写 も  に 念心つ 棄 ね で ま  し  て な 探   
ゆ L 想ごデ  か は 閃 か 知 ば て だ  L 真  心 な  に  寄 す り   
た 心 は  も な て し る  来 飽  憎 く  々 し   る  
に、や ぬ  せ く や み ら  に か  か と  に に  と  

ろ   
浮ま 人 むに 念む けな  も芸 再    な の       血    り  に  j、  に   蝕巨   

●  

八     七  

後  

六 五 五 五 男二 子二 罰二l唱四 匹  四 四 三 三 三 三 二 ≡ 三 三 三 ≡   
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●   

十  九  八                       九   

○ 九 八 八 八  八 〃 八ク 八ク セ 上 土 セ セ セ  
・九 八 八  0  0  （⊃  九 八 六 関 門 四  六 ブ工 三 二 一   二 ニ ノし 三 一 ○  一 二 三 九 四   六 六 六 九 二  六  力二  四  

＊   

心 情 心 心 意    心心 情情心   惰＝意心心意情心心心心史情  
裾  

ま 奉妹月 春  情〈 心 か射吾 肝 心 心心欄」た  梅 今 見 そ 念   
「卜両 は 夜 の  苦 一 札 ぎ ゆ が 向 さ の 悲 刀 ち  の の れ こ ふ   

花ごど放心   
ヒ賢 ・ 

けをかなこ  
る 知 に しベ  し  僚・J癖 き て た ふ  ら 消  て 常 ず ぐ え   

て  え み そ  れ る  お 失  吾 に 情 や 来  
つ  ら  ヤ こ  そせ  が 念 尽 と ぬ  
つ  ぬ  念へさ か  

も  へらむ も  
るば  

ぬ  岩  君   

十   
卜  

四 四 四 四 囲 三 三 三 三  三 三 二 二 二 二 二 一 一 0 0 0 0   
五 三 三 二 ○ 九 九 セ セ  0 0 九 七 四 二 一 七 二 九 九 六 三  
二 四 ニ セ ○ 九 一 六 一  八二 五 九 二 六 八 一 二 四 二 九 三   

＊   ＊   

意心小 心心小心心′L、  情 情情 情心心情 情 心心 心情神  

は言  

りも   Lぬ   く  に  
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二
五
二
八
 
 

二
五
三
五
 
 

．
一
五
一
一
．
七
 
 

二
五
囚
一
 
 

二
五
五
二
 
 

二
五
六
六
 
 

二
五
七
一
 
 

二
五
七
三
 
 

二
五
七
九
 
 

二
五
八
一
 
 

二
五
九
六
 
 

二
六
〇
二
 
 

二
六
〇
三
 
 

＊  ＊    ＊  
心心心心情情心情情 心心 行心 情心心心 心心心心心  

う
ら
ぶ
れ
て
心
も
深
く
吾
が
恋
ひ
や
ま
ず
 
 

妹
が
心
を
吾
が
念
は
な
く
に
 
 

玉
藻
の
う
ち
靡
き
心
は
依
り
て
恋
ふ
る
 
 

磯
の
上
に
」
り
一
て
る
む
ろ
の
木
心
京
 
 

染
木
綿
の
染
み
に
し
心
裁
忘
れ
め
や
 
 

常
滑
の
か
し
こ
き
遺
ぞ
汝
が
心
ゆ
め
 
 

外
の
み
ぞ
見
し
心
は
念
ヘ
ビ
 
 

少
な
く
も
心
の
う
ち
に
九
‥
が
念
は
な
く
に
 
 

思
ひ
悔
ゆ
べ
き
心
は
持
た
じ
 
 

吾
が
情
利
の
隼
け
る
と
も
な
き
 
 
 

凡
ろ
か
の
行
は
念
は
じ
 
 

吾
が
持
て
る
心
は
よ
し
ゑ
詔
が
ま
に
ま
に
 
 

妹
を
椚
き
て
心
空
な
り
仁
は
踏
め
ど
も
 
 

情
に
は
千
歳
に
し
く
L
く
念
へ
ど
も
 
 

情
の
う
ち
の
隠
り
妄
は
も
 
 

な
ぐ
さ
も
る
心
も
あ
ら
む
我
ぞ
苦
L
き
 
 

情
さ
へ
奉
れ
る
君
に
 
 

相
見
む
と
念
ひ
し
情
今
ぞ
な
ぎ
ぬ
る
 
 

少
な
く
も
心
の
う
ち
に
我
が
念
は
な
く
に
 
 

な
ぐ
さ
も
る
心
は
な
し
に
 
 

結
び
て
し
心
ひ
と
つ
を
今
解
か
め
や
も
 
 

心
を
し
君
に
奉
る
と
念
へ
れ
ば
 
 

十  

九 人 八 八 八 八 八八  八 八 上 土 セ 上 土 セ 上 土 上 土 六 六   
○ 九 八上 土 五 四 四  三 一 九 八 八 七 五 四 匹l二 二 ○ 九 正   
二 四 七 五 四 六 五 二  五 六 「 五 ○ 九 八 ノL 八 川 一 ・ 九 七   

情 心 意 心 情 心 意 心  心心 意 心情 心 心情心心情 心 意心  

良   

か 
かも   
ももの  
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一
．
九
〇
四
 
 

一
▲
九
〇
七
 
 
 

二
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二
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二
九
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二
九
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一
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二
九
門
川
 
 
 

二
九
E
九
 
 
 

二
九
五
〇
 
 
 

二
九
五
正
 
 
 

二
九
六
〇
 
 
 

二
九
六
一
 
 

一
一
九
七
七
 
 

一
▲
九
八
二
 
 

別
一
▲
九
八
五
 
 
 

二
九
人
六
 
 
 

三
〇
一
九
 
 
 

三
〇
二
五
 
 
 

三
〇
二
八
 
 

一
一
一
〇
二
一
 
 

一
一
▲
○
凶
七
 
 

＊  

心心心情心心心 景心心情情情心情情情心心心神心  
迎  

な
ぐ
さ
も
る
心
し
無
く
は
生
き
て
 
 

ま
す
ら
を
の
聡
き
神
も
今
は
血
伸
し
 
 

し
ま
し
く
も
心
安
め
む
事
計
 
り
せ
よ
 
 

心
に
は
千
垂
に
百
垂
に
思
へ
れ
ど
 
 

少
な
く
も
心
の
う
ち
に
吾
が
念
は
な
く
に
 
 

た
わ
や
女
は
川
じ
情
に
L
ま
し
く
も
止
む
 
 

情
に
は
燦
え
て
念
へ
ど
 
 

通
は
ず
し
て
惰
や
っ
ち
に
恋
ふ
る
 
 

う
た
て
異
に
心
欝
化
し
中
 

計
り
 
 

夢
か
と
惰
鮭
ひ
ぬ
 
 

う
つ
せ
み
の
現
し
憎
も
九
じ
れ
ほ
無
し
 
 

継
ぎ
て
し
開
け
ば
心
遮
ひ
ぬ
 
 

紺
の
紺
の
心
に
人
り
て
恋
L
き
も
の
を
 
 

高
批
別
」
が
㍍
速
か
ら
外
の
み
に
叫
つ
つ
 
 

知
ら
ね
と
も
心
は
バ
に
H
り
に
L
も
の
を
 
 

す
で
に
心
は
因
り
に
し
も
の
を
 
 

川
淀
の
淀
ま
む
心
思
ひ
か
ね
つ
も
 
 

君
に
恋
ふ
ら
く
吾
が
情
か
ら
 
 

結
び
て
し
妹
が
心
は
疑
ひ
も
雁
両
し
 
 

天
雲
の
た
ゆ
た
ひ
や
す
き
心
有
ら
ば
 
 

松
が
根
の
∬
が
心
は
忘
れ
か
ね
つ
も
 
 

●  ロ  土  

・一  0 0 0 0 C 0 0   
七 六 六 五  五 ゴこ  石二 凹  一 七 六 三 二 九 セ セ 五 五 萄：五   
一 七 六 八  五 一  ○ 二  ・四 二 ○ 二 九 四 一 九 八 七 五   

＊  

情惰情心 心心心心心意     心心心 心心心情心情情 意 心   

どて芙ににもきやき な11J  の  
きる宣 し  
‡苦言   かかか  

き  
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十  
閃  

四 円 四 三 三  
ハ ／ヽ ・ ノ＼ ハ  三 三 二 二 二 一 0 0 0 九 人 八人セ セ セ   
六 三 五 七 五  五三 九 八六 四 九 七 五 ○ 九 五 ○ 八六 正  

己  
クケケク許  

呂   

ろこがここ  
も   
簑 慧霧   

吉   

●  ●  十   十   
五   四  

剛 別 剛 別  別   
セ セ 上 土 人 六 六 六ク 六 斉二 五   五 五 五 五  五 五 二斤 四 四   
六 五 二 ○ 九 人六 三  二 八七   六 四 三 三  二 一 ○ 九 八   
門 七 三 ○ 七 一 八 ノL  七 八 八   六 二 八 六  六 上 土 六 二   

許 己  己 許   許許  
〃 し⊥ 5 心心心心 〃」ユ計 情情   ケ 〃 ク 〃   詐 己ク 〃 ケ   

呂 呂  呂 H  呂 H   

⊥   ■†  

子；…    こ思り引と巣こ裁こが   
雪   ろふ二道き裁こがろ思≠  
鼻    与  

せ を し  て る  ベ  
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●   ● 十  卜  
二江  

前後後後  後 後 後前   前 中 頃  

八八八八八 〃 八 〃 八八 八八八上土 〃 セク セ  上 土 セ   
・・－   0  0 0 0 0 0 九 九  八  八  八 八七   

八 五 プi二 三 一   八  上 土 六 三 ○ 七 一  八  六  五 四ナ1二   

許己  
心心意心心情意意 意心意意情心心心志心意   ク己許  

．仁1．【」■   

心御こ係む妻そす時山や時思死迷三お三お今  
がこし  

早ろき でな±   

9   もあ思 すりは  

に   

●  ●  ●  「  ト  
L  十ヽ   

野草  申  後  後  前前   後   
〃 九 九 九 〃 ク 九 九ク 九 九 九 九 九 ヶ 九 人  八 〃 八 八 ノし   
ノ、ハ ハ  ハ パ  六 五四 一    一 九  七  人 五 五   
九 九 七  ・0 0 四 二  一 ○  五  九 七 一   

許   ＊  許   
心 志 志 情 心  心 己心 意 情情情緒 心情意 己 意情緒志心   

巨1  
し1  山   

⊂ 

妻 
＿． 

心 は を 好 は 寂板の心；せ蕊 は 意の を ぎ所て   

冨喜警言草芸ヒ善驚喜7嚢讐曇撃蓋 乙さ讐重 言 呂   

み  る  も  み  



森 田  88   

二
九
七
二
 
 

前
三
九
七
三
 
 

一
一
九
七
三
 
 

前
三
九
七
六
 
 
 

三
九
七
八
 
 

三
九
七
九
 
 

一
▲
九
八
一
 
 

後
二
九
八
凹
 
 
 

三
九
九
∵
 
 
 

三
九
九
二
 
 
 

四
〇
〇
三
 
 
 

四
〇
〇
六
 
 

前
四
〇
〇
八
 
 

四
〇
〇
八
 
 
 

四
〇
一
一
 
〃
 
 
 

ウ
 
 

四
〇
一
五
 
 

後
四
〇
一
五
 
 許  許 己  許

己
呂
 
 
 

情
 
 

己
許
U
＝
 
 
 

許
己
呂
 
 
 

情
 
 

許
己
呂
 
 

懐
 
 

許
」
員
 
 

精  
懐謁 
情心情己心緒己許ヶ  
呂  ．り．H   

君
に
恋
ふ
る
に
こ
こ
ろ
ど
も
な
L
 
 

縦
酔
に
心
を
陶
し
て
彼
我
を
忘
れ
（
漢
重
 
 

恩
ひ
を
非
常
に
轄
せ
、
惰
を
有
理
に
托
す
 
 

う
ら
警
妄
り
 
こ
こ
ろ
ぐ
L
 
い
ぎ
兄
に
ゆ
か
な
 
 

執
れ
か
能
く
心
を
暢
べ
む
 
 

妹
も
語
れ
も
こ
こ
ろ
は
同
じ
 
 

情
ぐ
し
め
ぐ
し
も
な
し
に
 
 

こ
こ
ろ
も
し
の
に
思
ほ
ゆ
る
か
も
 
 

こ
こ
ろ
し
行
け
ば
夢
に
見
え
け
り
 
 

懐
に
感
発
し
て
 
 

思
ふ
ど
ち
こ
こ
ろ
遣
ら
む
と
 
 

う
ち
靡
く
こ
こ
ろ
も
L
の
に
…
軍
票
」
ち
 
 

雲
居
な
す
こ
こ
ろ
も
L
の
に
…
思
ひ
遇
ぐ
 
 

そ
こ
思
へ
ば
こ
こ
ろ
し
痛
し
 
 

怨
緒
【
怨
む
る
盟
林
小
め
離
し
 
 

い
さ
さ
か
に
所
心
を
奉
る
 
 

朝
霧
の
乱
る
る
こ
こ
ろ
言
に
州
で
て
 
 

情
に
は
思
ひ
ほ
こ
り
て
 
 

心
に
は
火
さ
へ
燃
え
つ
つ
 
 

偶
に
は
緩
ふ
こ
と
な
く
：
・
恋
ひ
わ
た
り
 
 

空
し
く
精
神
を
賛
す
 
 

陵
に
悦
び
あ
り
 
 

前
閤
〇
一
一
二
一
 
 
 

四
〇
七
〇
 
 

前
川
〇
七
九
 
 
 

門
〇
七
六
 
 

前
E
〇
七
八
 
 

部
四
〇
八
二
 
 

前
四
〇
八
四
 
 
 

E
〇
八
九
 
 
 

四
〇
九
E
 
 
 

四
〇
九
九
 
 
 

門
一
〇
一
 
 
 

四
一
〇
四
 
 

前
砧
∵
〇
六
 
 

四
一
〇
六
 
 

E
一
〇
七
 
 
 

四
一
一
三
 
 

四
一
一
五
 
 
 許  許  許  許  許  許  許  
〃J情 〃 己心意情」心 己心心 亡心心意心 己心己心   
呂  H  呂  R  呂  H  呂  

お
の
も
お
の
も
心
緒
を
述
ぶ
 
 

そ
の
こ
こ
ろ
誰
れ
に
見
せ
む
と
思
ひ
 
 

所
心
の
歌
 
 

同
じ
き
里
を
こ
こ
ろ
隔
て
つ
 
 

所
心
に
答
へ
 
 

今
口
の
意
に
代
ふ
る
 
 

所
心
三
首
 
 

別
に
所
心
一
首
 
 

聞
く
ご
と
に
こ
こ
ろ
つ
ご
き
て
 
 

御
心
を
明
ら
め
た
ま
ひ
 
 

し
が
撃
ふ
 
心
足
ら
ひ
に
撫
で
た
ま
ひ
 
 

ま
す
ら
を
の
こ
こ
ろ
思
ほ
ゆ
 
 

嘆
く
ら
む
 
心
な
ぐ
さ
に
…
包
み
て
遣
ら
む
 
 

我
昧
「
が
こ
こ
ろ
な
ぐ
さ
に
遣
ら
む
た
め
 
 

情
存
し
て
別
無
く
 
 う
つ
ノ
1
 
 

旧
き
を
忘
れ
新
し
き
を
愛
し
ぶ
る
志
 
 

待
た
す
ら
む
心
寂
し
く
 
 

さ
ど
は
せ
る
崇
こ
こ
ろ
 

待
つ
ら
む
こ
こ
ろ
然
に
は
あ
ら
じ
か
 
 

い
ぶ
せ
み
と
 
情
な
ぐ
さ
に
 
 

慰
む
る
こ
こ
ろ
し
な
く
は
 
 

下
廷
ふ
る
こ
こ
ろ
し
な
く
は
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十  ト   ●  
八  九  

別   l判   削  別   
四囲1月西門四国 四関   門四  門 匹l叩l凹   ーーク・■ケ〃▲   
八 八 八 八 セ セ セ  六 六  J工 四  
九 七 正 ○ 九 七 三  閥 ∴  仕り 六   八 育 三 二   
許  許   八一「J十   
情 已惰 情情情意情憫情怖 己情心情  心意意心亡霹 J  
卜i  J・1   

十1Fl  

心町あ心慰雨そ  

は怜に－llむもを た至  

義軍讐酔讐諾  

三  

こやらろを  
む足′ご楢  ぞ無 ふ 蒜 品も  し ら 吐 か  をらみ  

べ  
む  ら  

●    十  ●  

九  

肌  【川  後  前  
四 囲 四 囲 四 囲 四 囲 四四 四 国 匹  四囲円 四Eq四四  
ク 閏 四 囲 三 ± 十：＝ 二 二 三 三 二 二   

九九四 四三・九                六 川 ○ 九 九 ノLJ工 力二 三 三 ○ 九 九   
ナ丁二 五 八 八 八 ○ 六 四 一 ・七 五 四  二 二 八  八 六 六 ○   
己  許  去 許 己 許  許   
情心意心情情情  許1ン 己 情情情；己；1己 心 己 心情   
JJ一  呂  里 呂 呂 呂  R   

山  懐情 相 も 旧 共情鵜  
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き
、
「
心
」
が
四
回
続
く
。
別
に
、
何
ら
の
規
則
性
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

巻
四
 
－
巻
十
一
、
十
二
と
共
に
最
も
多
く
「
こ
こ
ろ
」
が
現
れ
る
。
文
章
に
「
意
」
と
「
心
」
が
一
回
ず
つ
使
わ
れ
る
。
「
情
」
 
 

が
「
心
」
 
の
二
倍
以
上
、
圧
倒
的
に
多
く
現
れ
、
「
情
」
が
何
度
か
続
く
と
 
「
心
」
が
一
、
二
度
出
て
く
る
。
 
 
 

巻
五
 
－
 
表
意
方
式
と
表
音
方
式
の
表
記
が
混
活
し
、
文
革
の
多
い
巻
で
、
こ
こ
で
は
「
心
」
 
の
方
が
「
情
」
を
圧
倒
し
て
断
然
 
 

多
い
。
表
音
方
式
の
「
こ
こ
ろ
」
が
用
い
ら
れ
る
巾
で
、
作
品
で
は
巻
の
終
り
の
方
の
二
作
に
「
心
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

巻
六
－
「
こ
こ
ろ
」
 
の
溺
れ
る
最
少
の
巻
で
、
作
品
に
は
全
て
「
情
」
、
文
章
は
全
て
「
心
」
で
あ
る
。
 
 
 

巻
七
～
「
心
」
 
が
「
情
」
 
の
二
倍
多
く
現
れ
る
。
 
 
 

巻
八
′
「
情
」
が
や
や
「
心
」
 
よ
り
多
い
。
 
 
 

巻
九
′
一
七
門
一
番
の
「
心
」
は
底
本
で
あ
る
が
、
壷
）
 
（
壬
 
（
類
）
 
（
紀
）
に
よ
つ
て
「
行
」
と
改
訂
さ
れ
う
る
も
の
。
一
 
 

七
四
三
番
の
第
三
句
「
心
悲
久
」
に
は
、
「
う
ら
が
な
し
く
」
（
仝
誰
、
岩
）
 
の
他
、
「
こ
こ
ろ
が
な
し
く
」
（
私
注
）
 
の
訓
が
あ
り
、
 
 

（
小
）
 
は
、
原
文
「
心
悲
久
」
は
ウ
ラ
ガ
ナ
シ
ク
と
読
む
べ
き
表
記
だ
が
、
意
味
と
音
数
の
制
限
と
を
考
慮
し
て
「
ま
か
な
し
く
」
 
 
 

巻
一
′
「
心
」
 
か
ら
始
ま
る
が
、
「
情
」
 
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
 
 

巻
一
∵
－
文
章
中
に
は
 
「
意
」
だ
け
を
使
う
。
作
品
で
は
 
「
心
一
と
「
情
」
 
 

巻
三
 
－
 
作
品
だ
け
を
見
る
と
、
（
心
・
情
・
情
）
 
が
三
回
反
復
さ
れ
て
、
 
 

こ
の
表
か
ら
判
る
こ
と
を
、
 
 

四
E
六
六
 
 

後
四
E
七
三
 
 
 

四
四
七
人
 
 
 

E
凹
七
九
 
 
 

E
凹
八
二
 
 

」
許
H
 
 
 

許
已
呂
 
 

其
」
昌
 
 

許
己
R
 
 若

†
の
説
明
と
共
に
巻
毎
に
順
に
記
し
た
い
。
 
 

名
に
負
ふ
伴
の
男
 
こ
こ
ろ
つ
と
め
よ
 
 

い
さ
さ
か
に
所
心
を
陳
ぷ
 
 

滞
ら
氷
の
薄
き
こ
こ
ろ
を
我
が
思
は
な
く
に
 
 

焼
き
人
〃
の
〃
ご
こ
ろ
も
載
れ
は
思
ひ
か
ね
つ
も
 
 

君
が
こ
こ
ろ
は
忘
ら
ゆ
ま
し
じ
 
 
 

四
囲
八
三
 
 

前
川
閃
九
三
 
 

四
正
0
0
 
 

は
殆
ど
同
数
で
前
者
が
一
回
多
い
。
 
 

「
心
」
が
一
回
出
て
来
て
、
後
は
、
「
情
」
が
四
回
続
 
 

許
〕
邑
 
 
 

意
 
 
 

J
詐
H
 
 こ

こ
ろ
痛
く
昔
の
人
L
閏
心
ほ
ゆ
る
か
も
 
 

堪
の
ま
に
ま
意
の
ま
に
ま
 
 

お
の
も
お
の
も
心
緒
を
陳
ペ
 
 

ニ
こ
ろ
も
L
の
に
ポ
を
し
ぞ
思
ふ
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と
読
む
、
と
し
て
い
る
。
一
八
〇
五
番
の
「
こ
こ
ろ
」
だ
が
、
「
乱
れ
て
」
と
続
く
時
は
「
心
」
だ
が
、
「
尽
し
て
」
と
な
る
時
は
「
意
」
 
 
開
 
 

な
の
だ
ろ
う
か
。
「
心
乱
れ
て
」
の
例
は
集
中
こ
の
一
例
し
か
な
く
、
「
み
だ
る
る
許
己
邑
」
（
⑰
四
〇
〇
八
）
は
表
音
方
式
な
の
で
、
 
 

こ
れ
は
何
と
も
言
え
な
い
。
表
意
方
式
で
最
も
多
い
文
字
は
「
心
」
で
あ
り
、
表
音
方
式
で
最
も
多
い
の
は
「
許
己
呂
」
で
あ
る
が
、
 
 

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
表
音
方
式
の
 
「
許
己
呂
」
は
表
意
方
式
の
 
「
心
」
に
相
当
す
る
と
は
、
他
の
例
を
ぎ
つ
と
検
討
し
た
限
り
で
は
 
 

今
の
と
こ
ろ
一
概
に
は
言
え
な
い
。
「
心
尽
し
て
」
（
⑦
‥
三
二
〇
）
、
「
惜
尽
し
て
」
（
④
六
八
二
）
 
の
例
を
見
れ
ば
、
「
尽
し
て
」
だ
 
 

か
ら
「
意
」
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
単
に
文
字
を
変
え
た
に
す
ぎ
ま
い
。
「
尽
し
て
」
と
繋
が
る
「
こ
こ
ろ
」
は
、
「
心
」
「
情
」
「
意
」
 
 

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

巻
十
 
 
「
心
」
と
「
情
」
が
全
く
同
数
で
あ
る
。
二
〇
三
三
番
は
、
第
三
句
以
下
「
定
而
神
競
者
磨
待
無
」
に
は
定
訓
な
し
と
 
 

さ
れ
て
い
て
、
「
さ
だ
ま
り
て
封
し
き
ほ
へ
ば
と
し
ま
た
な
く
に
（
全
註
）
 
［
ま
ろ
も
ま
た
な
く
］
 
（
注
繹
）
」
、
あ
る
い
は
本
稿
が
 
 

筆
者
の
好
み
で
採
っ
た
訓
（
私
注
）
、
な
ど
が
あ
る
。
「
次
点
「
サ
ダ
マ
リ
テ
コ
、
ロ
ク
ラ
ベ
バ
ト
キ
マ
タ
ナ
ク
ニ
」
を
は
じ
め
諸
説
 
 

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
定
訓
と
言
え
な
い
」
（
小
）
。
「
神
」
を
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
む
例
は
集
中
も
う
一
例
、
⑫
二
九
〇
七
に
あ
り
、
 
 

こ
れ
に
は
別
に
異
訓
は
な
い
よ
う
だ
。
 
 
 

巻
十
一
 
集
中
、
こ
の
巻
に
 
「
こ
こ
ろ
」
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
四
分
の
三
は
「
心
」
 
で
、
圧
倒
的
に
多
い
。
 
 
 

二
四
五
．
一
番
の
第
一
二
句
「
意
迫
」
は
、
「
な
ぐ
さ
め
て
」
 
の
訓
も
多
い
よ
う
だ
が
、
（
そ
し
て
、
一
ノ
四
一
四
番
で
は
同
じ
「
意
退
」
 
 

を
「
な
ぐ
さ
め
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
が
）
、
（
全
註
、
岩
、
塙
）
と
共
に
（
小
）
も
「
こ
こ
ろ
や
り
」
と
訓
む
の
で
、
本
稿
は
「
意
」
 
 

を
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
む
こ
と
に
す
る
。
二
四
八
八
番
の
第
三
句
「
心
哀
」
に
は
、
「
こ
こ
ろ
い
た
く
」
 
（
全
註
）
 
の
訓
も
あ
る
。
尚
、
 
 

「
ね
も
こ
ろ
に
」
と
訓
む
「
心
哀
」
は
、
（
と
言
っ
て
も
、
底
本
の
原
文
は
「
心
裏
」
で
あ
る
が
、
（
元
、
類
）
 
に
よ
っ
て
「
心
哀
」
 
 

と
改
め
ら
れ
る
の
だ
が
）
も
う
二
例
、
⑫
三
一
三
〇
に
あ
る
。
因
に
、
「
ね
も
こ
ろ
［
に
、
の
、
ご
ろ
に
］
）
は
集
中
二
九
回
使
わ
れ
、
 
 

今
挙
げ
た
「
心
哀
」
 
の
二
回
以
外
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

「
懲
．
丁
・
l
②
二
〇
七
、
④
車
八
〇
、
④
六
八
一
▲
、
④
七
川
○
、
④
七
九
一
、
⑦
一
一
二
一
四
、
⑪
二
五
二
五
、
⑪
一
七
草
八
、
⑫
 
 

三
〇
五
一
、
⑫
三
〇
五
二
一
。
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「
根
毛
許
呂
ホ
」
⊥
抄
六
一
九
。
／
「
叩
～
」
・
・
－
⑧
一
六
二
九
。
／
「
根
毛
居
侶
」
1
⑨
一
七
二
三
。
 
 
 

「
憫
隠
」
1
魅
±
三
九
三
、
⑪
二
四
七
二
、
⑪
二
E
七
三
、
⑫
二
八
六
二
一
。
／
「
栂
母
己
呂
ホ
」
1
嬰
一
四
人
六
別
歌
。
 
 
 

「
側
隠
ト
＞
㌧
r
′
」
1
闇
一
‖
八
五
七
。
／
「
懲
懇
」
1
嬰
二
〇
五
閏
。
 
 
 

「
般
心
恕
」
 
－
 
⑳
三
｛
〇
九
、
⑬
三
∴
九
一
。
 
 
 

「
根
毛
一
伏
三
向
凝
呂
ホ
」
－
－
⑳
三
二
八
四
。
「
l
伏
三
向
」
を
「
コ
ロ
」
と
訓
ま
せ
る
の
は
、
幸
H
露
伴
の
所
謂
「
ま
こ
と
 
 

に
暇
多
き
大
宮
人
」
 
の
愉
快
な
遊
び
心
の
仕
業
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
を
最
初
に
訓
み
解
い
た
人
の
満
足
は
さ
ぞ
か
し
と
同
慶
の
至
 
 

り
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
巫
山
戯
る
の
も
い
い
加
減
に
し
ろ
、
と
怒
鳴
り
た
く
も
な
る
。
尤
も
、
漢
字
を
並
べ
て
の
表
記
 
 

な
ど
と
い
う
単
調
で
辛
気
臭
い
作
業
を
す
る
身
に
な
れ
ば
、
こ
の
種
の
巫
山
戯
心
も
無
理
は
な
い
と
首
肯
で
き
よ
う
か
。
 
 
 

「
祢
毛
己
呂
ホ
」
1
嘩
二
円
一
〇
。
／
「
祢
毛
許
呂
ホ
」
1
㈲
閉
〇
一
一
。
／
「
根
毛
已
呂
ホ
」
よ
四
一
一
六
。
 
 
 

「
祢
母
許
呂
其
呂
ホ
」
・
－
－
由
由
由
五
四
。
 
 
 

二
五
一
一
番
の
結
句
は
、
定
本
は
「
怒
由
眼
」
 
で
、
こ
の
ま
ま
で
 
「
こ
ふ
ら
く
は
ゆ
め
」
 
（
全
註
、
岩
、
塙
、
小
）
 
の
訓
が
あ
る
 
 

が
、
影
印
本
を
熟
視
す
る
と
 
「
懲
」
は
 
「
爾
 
（
異
体
字
は
、
ホ
、
ホ
）
 
心
」
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
字
に
見
え
て
、
本
来
の
 
「
懲
」
 
で
 
 

は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
せ
い
か
、
こ
の
結
句
は
 
「
ホ
心
山
眼
」
 
（
古
義
）
 
と
改
訂
さ
れ
て
 
「
な
が
こ
こ
ろ
ゆ
め
」
と
も
訓
ま
れ
 
 

て
い
る
 
（
桜
、
新
、
角
）
。
意
味
は
ど
ち
ら
も
同
程
度
に
通
り
そ
う
で
あ
る
。
「
な
が
こ
こ
ろ
ゆ
め
」
は
集
巾
も
う
二
例
、
⑦
一
三
五
 
 

六
 
「
汝
情
勤
」
と
、
⑬
三
三
〇
五
 
「
汝
心
勤
」
 
が
あ
る
。
本
稿
で
は
 
「
こ
こ
ろ
」
 
の
例
が
｛
つ
増
え
る
方
を
探
っ
た
。
 
 
 

二
有
二
∴
五
番
の
第
二
句
「
行
者
不
．
ン
念
に
は
、
「
わ
ざ
は
お
も
は
じ
」
 
（
全
註
）
、
「
わ
ぎ
と
は
お
も
は
じ
」
 
（
注
繹
・
別
案
、
塙
、
 
 

小
）
 
の
訓
が
あ
り
、
特
に
 
（
小
）
 
の
注
解
は
行
き
届
い
て
い
て
説
得
力
に
富
む
の
で
、
「
わ
ざ
と
は
」
 
に
賛
成
し
た
い
が
、
本
稿
で
 
 

は
や
は
り
、
「
こ
こ
ろ
」
 
の
例
を
増
や
す
こ
と
に
し
て
、
「
こ
こ
ろ
は
お
も
は
じ
」
 
（
桜
、
新
、
角
）
 
を
採
っ
た
。
 
 
 

巻
十
÷
－
前
の
巻
十
一
に
次
い
で
、
集
中
で
は
詩
歌
作
品
に
は
二
番
臼
に
多
く
「
こ
こ
ろ
」
が
使
わ
れ
て
い
て
、
「
心
」
が
「
情
」
 
 

の
二
倍
余
多
く
、
「
意
」
「
神
」
の
他
に
、
最
大
の
特
色
と
し
て
、
二
九
人
三
番
の
「
景
迎
」
が
あ
る
。
こ
の
第
二
句
「
己
之
景
迩
故
」
 
 9
 
 

5
 
の
 
「
わ
が
こ
こ
ろ
か
ら
」
 
に
は
「
お
の
が
わ
ぎ
ゆ
ゑ
」
 
（
私
注
）
 
の
訓
も
あ
る
。
「
景
迩
」
は
立
派
な
行
い
の
こ
と
で
あ
り
 
〓
小
）
 
 
l
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は
、
魂
胆
、
心
構
え
、
の
藩
と
注
解
∩
 
元
来
、
律
令
用
語
で
あ
る
こ
と
も
丁
寧
に
指
摘
す
る
）
、
同
じ
様
に
立
派
な
行
い
や
徳
を
表
 
 
6
0
 
 

わ
す
語
「
景
行
」
と
共
に
そ
の
古
訓
は
「
コ
コ
ロ
ハ
セ
」
で
あ
る
の
で
（
前
者
は
「
天
武
紀
十
一
年
」
、
後
者
は
「
名
義
抄
」
参
照
）
、
 
 

「
景
迩
」
を
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
む
根
拠
は
十
分
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
二
字
の
「
こ
こ
ろ
」
に
比
べ
れ
ば
、
⑰
四
〇
一
五
の
左
注
 
 

の
文
章
の
 
「
精
神
」
を
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
む
の
は
、
現
代
の
我
々
に
は
受
け
入
れ
る
の
が
遥
か
に
容
易
で
あ
ろ
う
。
 
 

一
三
三
〇
番
の
第
一
二
句
は
、
底
本
は
「
心
裳
」
で
、
こ
の
ま
ま
で
「
こ
こ
ろ
ゆ
も
」
（
新
校
）
の
訓
も
あ
る
が
、
（
元
、
類
）
に
よ
っ
 
 

て
「
裳
」
は
 
「
哀
」
と
改
訂
す
る
説
が
強
力
の
よ
う
で
あ
る
＝
〉
 
「
心
哀
」
な
ら
、
⑪
二
四
八
八
の
第
三
句
と
お
な
じ
で
 
「
ね
も
こ
ろ
 
 

に
」
に
な
る
し
、
「
浜
松
」
「
根
も
」
と
耗
／
～
こ
と
に
な
る
が
、
「
心
哀
」
と
改
訂
L
た
上
で
こ
れ
を
「
こ
こ
ろ
い
た
く
」
（
全
註
∵
 
「
こ
 
 

こ
ろ
か
な
し
く
」
 
（
私
往
）
 
の
訓
も
あ
る
。
 
 
 

巻
十
三
 
－
 
「
心
」
が
 
「
情
」
よ
り
遥
か
に
多
い
。
 
 
 

巻
十
四
1
表
音
式
表
記
の
巻
で
、
十
円
苗
中
に
各
▲
度
ず
つ
佗
わ
れ
る
 
「
こ
こ
ろ
」
 
は
、
九
番
口
の
 
「
こ
こ
ろ
に
乗
る
」
 
（
三
 
 

五
一
七
）
 
の
時
に
突
如
、
「
許
己
呂
」
 
に
な
る
が
、
他
は
全
て
「
己
許
H
」
 
で
あ
る
。
「
こ
こ
ろ
の
緒
ろ
に
乗
る
」
 
（
二
一
四
六
六
）
 
時
 
 

は
「
己
許
邑
」
な
の
で
、
表
記
の
変
化
に
別
に
意
味
は
見
拍
せ
そ
う
に
な
い
。
ひ
ょ
い
と
変
化
を
つ
け
た
の
か
、
そ
れ
ま
で
の
 
「
こ
 
 

こ
ろ
」
 
の
一
字
日
と
二
字
ロ
と
が
何
気
な
く
入
れ
幹
わ
っ
た
の
か
。
 
 
 

巻
十
五
 
－
 
「
こ
こ
ろ
」
が
比
較
的
少
な
い
巻
で
、
「
心
」
は
文
章
の
巾
に
の
み
現
れ
る
。
「
異
し
き
情
」
 
（
三
五
八
八
）
と
「
異
 
 

し
き
己
許
呂
」
（
三
七
七
五
）
が
各
々
一
度
ず
つ
現
れ
る
が
、
こ
の
巻
だ
け
を
見
て
敢
え
て
言
お
う
と
し
て
み
て
も
、
表
音
式
の
「
己
 
 

許
呂
」
は
表
意
式
の
 
「
情
」
 
に
当
た
る
か
な
ど
と
は
言
え
ま
い
。
 
 
 

巻
十
六
－
文
革
の
方
に
「
こ
こ
ろ
」
が
多
い
巻
で
、
「
志
」
が
文
章
の
方
に
川
て
く
る
。
 
 
 

巻
十
七
 
－
 
巻
十
門
と
は
逆
に
 
「
許
已
邑
」
 
の
方
が
 
「
己
許
呂
」
よ
り
遥
か
に
多
い
。
前
三
九
一
一
の
 
「
志
」
は
一
ま
ず
「
こ
こ
 
 

ろ
」
と
訓
む
こ
と
に
す
る
。
前
三
九
六
七
の
 
「
意
」
を
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
め
ば
「
言
」
は
「
こ
と
」
で
あ
ろ
う
し
、
「
意
」
を
「
い
」
 
 

と
訓
め
ば
「
言
」
は
「
げ
ん
」
で
あ
ろ
う
。
後
三
九
八
川
、
後
四
〇
∵
元
の
「
懐
」
は
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
ま
れ
て
も
、
前
三
九
八
八
、
 
 

前
門
0
〇
八
、
前
E
〇
三
六
、
前
田
〇
四
大
、
前
四
二
▲
○
、
前
川
一
七
七
、
前
四
一
八
〇
、
前
川
二
九
九
、
に
出
て
く
る
「
懐
」
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は
 
「
お
も
ひ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
前
四
二
八
五
、
後
四
三
二
〇
、
の
 
「
拙
傾
」
は
「
せ
っ
か
い
」
と
訓
め
ば
よ
い
の
 
 

だ
ろ
う
が
、
「
つ
た
な
き
お
も
ひ
」
と
訓
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
。
文
章
は
渡
文
調
の
も
の
故
、
訓
み
は
必
ず
し
も
一
定
は
し
な
い
。
 
 
 

巻
十
八
L
こ
の
巻
の
詩
歌
作
∩
肌
の
中
で
使
わ
れ
る
四
圧
の
 
「
心
」
は
全
て
長
歌
の
中
で
あ
る
。
表
音
式
の
 
「
こ
こ
ろ
」
 
は
底
本
 
 

で
は
全
て
「
許
已
呂
」
で
あ
る
が
、
四
一
二
三
番
は
「
冗
、
藍
、
類
）
に
よ
っ
て
「
己
許
呂
」
と
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 
 

表
音
式
の
表
記
の
場
合
は
完
全
な
古
記
号
な
の
だ
か
ら
、
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
め
る
表
記
な
ら
い
ず
れ
で
も
よ
い
訳
で
あ
る
J
校
合
、
 
 

校
訂
自
体
は
必
須
の
重
安
な
基
本
作
業
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
「
許
已
呂
」
を
態
々
 
「
己
許
呂
」
 
に
変
え
て
も
、
こ
の
作
品
そ
の
 
 

も
の
に
と
っ
て
は
殆
ど
意
味
は
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
長
歌
と
そ
の
反
 
（
短
）
 
歌
に
、
「
こ
こ
ろ
」
が
一
度
ず
つ
出
て
く
る
他
の
全
 
 

て
の
一
対
の
場
合
、
そ
の
 
「
こ
こ
ろ
」
 
の
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
、
と
で
も
い
う
の
な
ら
、
四
一
二
三
番
の
改
訂
は
意
味
を
持
つ
。
 
 

元
来
の
表
記
が
、
長
歌
反
 
（
短
）
 
歌
の
対
の
場
合
に
 
「
こ
こ
ろ
」
が
一
度
ず
つ
使
わ
れ
る
際
は
、
そ
の
表
記
を
変
化
さ
せ
た
の
だ
 
 

ろ
う
か
、
と
で
も
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ゥ
し
か
し
残
念
な
が
ら
？
、
長
歌
反
 
（
短
）
 
歌
の
対
に
「
こ
こ
ろ
」
が
一
度
ず
つ
現
れ
る
 
 

他
の
血
例
、
③
四
L
ハ
六
四
六
七
 
（
情
情
「
④
五
円
六
－
五
E
七
（
情
心
）
、
⑤
八
九
七
八
九
八
 
（
心
心
）
、
⑨
▲
七
四
 
 

〇
一
七
E
▲
 
（
情
心
［
行
］
）
、
⑬
三
二
八
九
」
二
二
九
〇
 
（
情
心
）
 
は
、
同
じ
表
記
の
も
の
が
一
‥
例
あ
る
。
 
 
 

因
に
、
長
歌
に
二
度
、
そ
の
反
 
（
短
）
 
歌
に
▲
度
「
こ
こ
ろ
」
が
使
わ
れ
る
場
合
も
六
例
で
あ
る
。
⑤
七
九
四
七
九
六
 
（
許
～
 
 

呂
・
許
～
ロ
［
己
許
呂
「
⑬
二
二
五
〇
三
二
五
一
（
心
‥
心
心
）
、
⑬
E
〇
九
四
～
四
〇
九
五
 
（
心
‥
心
－
許
己
呂
）
、
⑬
E
 
 

一
〇
六
四
一
〇
七
（
心
・
許
己
呂
許
己
呂
）
、
⑲
囲
一
八
九
－
四
一
九
〇
（
許
己
呂
・
情
情
）
、
⑳
四
凹
六
五
四
四
六
六
（
許
 
 

己
呂
・
己
許
呂
己
許
呂
）
。
三
個
と
も
同
じ
表
記
の
例
が
一
つ
あ
る
し
、
約
合
せ
・
順
序
の
型
は
、
こ
の
六
例
に
は
三
通
り
A
 
 

A
B
、
A
A
A
、
A
B
B
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
悪
意
的
で
あ
る
。
 
 
 

序
で
に
見
て
お
け
ば
、
長
歌
一
首
巾
に
「
こ
こ
ろ
」
が
二
度
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
更
に
次
の
十
二
例
あ
る
。
①
亙
（
心
・
情
）
、
 
 

③
四
七
人
（
心
‥
心
）
、
④
六
一
九
（
情
・
意
）
、
⑨
▲
七
九
二
（
心
・
情
）
、
⑨
一
八
〇
四
（
意
‥
心
）
、
⑬
三
二
五
五
（
心
・
心
）
、
 
 

⑮
三
六
二
七
 
（
己
許
呂
・
許
己
呂
）
、
⑰
三
九
六
九
 
（
許
已
呂
・
心
）
⑰
二
元
七
人
 
（
許
己
呂
・
情
）
、
⑰
四
〇
一
一
（
情
‥
心
 
 
 

表
音
式
表
記
の
作
品
な
の
に
「
こ
こ
ろ
」
は
表
意
式
表
記
で
あ
る
）
、
⑬
四
一
一
三
 
（
情
・
許
己
呂
）
、
⑫
円
一
六
四
 
（
情
・
情
）
。
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計
十
人
例
中
六
例
以
外
は
、
別
字
を
用
い
て
い
る
の
で
、
変
化
さ
せ
よ
う
と
少
し
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
面
白
い
こ
と
に
、
 
 

長
歌
一
首
中
に
三
度
「
こ
こ
ろ
」
が
視
れ
る
の
が
一
↓
例
あ
る
が
、
三
反
と
も
同
じ
文
字
の
も
の
と
、
三
度
と
も
別
字
で
表
記
し
て
い
 
 

短
歌
一
首
中
に
 
「
こ
こ
ろ
」
が
二
度
使
わ
れ
る
も
の
は
次
の
二
J
首
で
あ
る
が
、
偶
然
で
あ
ろ
う
が
、
「
心
」
と
 
「
情
」
を
各
々
反
 
 

復
し
て
使
う
も
の
と
、
一
字
ず
つ
朋
い
て
い
る
も
の
が
一
例
ず
つ
あ
る
。
②
．
九
〇
 
（
心
・
心
）
、
④
七
二
五
 
（
情
・
情
）
、
⑬
三
二
 
 

七
一
（
情
‥
心
「
 
 
 

巻
十
九
～
「
情
」
 
の
方
が
 
「
心
」
 
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
。
 
 
 

巻
二
十
 
－
 
作
品
に
「
心
」
は
用
い
ら
れ
ず
、
「
許
己
臼
」
 
の
万
が
「
己
許
呂
」
よ
り
多
く
、
ま
た
初
め
て
表
音
式
に
、
各
一
例
 
 

ず
つ
、
「
己
～
呂
」
「
去
～
里
」
 
「
（
刀
）
 
其
己
吊
」
が
現
れ
て
い
る
。
 
 
 

る
も
の
と
が
一
例
ず
つ
で
あ
る
。
⑰
二
一
九
六
二
 
（
情
・
情
・
情
 
 

許
己
呂
）
。
 
 

「
こ
こ
ろ
」
の
全
体
の
有
様
を
一
覧
表
で
示
し
て
み
よ
う
〔
〉
 
「
こ
こ
ろ
」
の
表
記
は
結
局
卜
六
通
り
に
な
る
。
主
な
も
の
は
「
心
」
 
 

「
情
」
「
意
J
と
 
「
許
己
呂
」
 
「
己
許
臼
」
 
で
あ
る
。
各
巻
に
各
々
の
表
記
が
付
回
用
い
ら
れ
て
い
る
か
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
下
の
 
 

内
の
数
字
は
、
文
章
中
に
現
れ
る
 
「
こ
こ
ろ
」
 
の
数
で
あ
る
。
「
心
」
な
る
文
字
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
こ
こ
ろ
」
と
 
 

は
訓
ま
れ
な
い
も
の
は
‖
で
示
す
。
そ
れ
が
文
章
中
の
も
の
で
あ
れ
ば
月
で
示
さ
れ
る
。
0
は
改
訂
し
て
こ
の
文
字
に
な
る
も
の
で
、
 
 

0
が
加
え
ら
れ
て
い
る
数
字
で
あ
る
こ
と
が
＊
印
で
示
さ
れ
る
。
従
っ
て
0
は
合
計
の
数
に
は
入
っ
て
な
い
。
㊥
印
は
、
定
訓
な
し
、
 
 

あ
る
い
は
異
訓
の
あ
る
も
の
が
人
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
 
 
 

衷
の
見
方
を
具
体
的
に
「
全
計
」
 
の
憫
で
示
し
で
お
こ
う
。
「
心
」
は
全
巻
の
詩
歌
に
一
五
〇
囲
、
文
章
中
に
四
七
回
、
そ
の
四
 
 

七
何
の
う
ち
の
二
二
回
は
 
「
こ
こ
ろ
」
と
は
訓
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
詩
歌
の
中
に
使
わ
れ
る
 
「
心
」
 
で
、
三
回
は
、
「
こ
 
 
 

大
半
が
表
音
式
の
作
品
で
あ
る
）
、
⑳
四
一
五
四
 
（
心
・
情
・
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ね
b
二
ろ
い
」
 
 

こ
ろ
」
と
訓
ま
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
 
（
「
心
悲
し
く
」
一
同
と
 
「
心
哀
」
が
二
回
で
あ
る
）
。
全
て
の
 
「
こ
こ
ろ
」
 
が
十
二
通
 
 
6
4
 
 

り
の
表
記
で
詩
歌
作
品
に
三
七
〇
阿
視
れ
、
文
章
中
に
は
七
通
り
の
表
記
で
九
一
同
、
そ
の
九
一
回
に
は
、
「
心
」
が
「
こ
こ
ろ
」
 
 

と
は
訓
ま
れ
て
い
な
い
も
の
が
二
二
国
含
ま
れ
て
い
る
。
詩
歌
と
文
章
と
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
 
「
こ
こ
ろ
」
 
に
、
詩
歌
の
中
で
 
 

使
わ
れ
て
い
な
が
ら
「
こ
こ
ろ
」
と
は
訓
ま
れ
な
い
一
二
回
の
 
「
心
」
と
を
加
え
た
総
計
が
閃
六
閃
 
－
 
こ
れ
が
 
『
萬
乗
集
』
 
全
巻
に
 
 

現
れ
る
 
「
こ
こ
ろ
」
 
で
あ
る
。
「
こ
こ
ろ
」
と
訓
ま
れ
る
 
「
こ
こ
ろ
」
 
が
一
度
で
も
使
わ
れ
て
い
る
作
品
は
、
全
作
U
m
四
五
二
ハ
首
 
 

⑮
三
六
二
七
・
己
許
呂
。
／
御
K
を
明
ら
め
た
ま
ひ
 
⑬
四
〇
九
四
・
心
。
／
 
 
／
 
 

ず
 
⑲
二
．
一
一
八
・
情
。
／
K
い
ま
だ
飽
か
な
く
に
 
⑦
一
二
二
∵
心
り
 
 
 

ム
二
 
 

動
く
 
⑳
円
三
九
〇
・
去
ゝ
＞
里
。
 
 
 

K
あ
る
 
①
一
八
・
情
∩
②
一
九
〇
‥
心
。
②
一
九
六
・
情
㌧
②
∴
〇
七
・
惰
っ
 
 

六
・
意
、
㌧
⑧
一
四
七
六
‥
心
。
⑧
∵
四
八
〇
‥
心
‖
⑫
三
⊇
二
J
‥
心
。
⑫
三
〔
）
七
四
∵
情
。
⑬
三
三
二
八
・
情
。
⑬
円
一
〇
七
・
 
 

許
己
呂
。
⑱
川
．
二
五
・
許
己
吊
）
⑬
凶
一
七
九
・
情
。
 
 
 

K
労
は
し
 
⑬
三
三
三
五
・
心
。
 
 ／
 
K
の
う
ち
を
人
に
言
ふ
 
⑬
二
二
。
卑
八
‥
心
。
／
今
の
K
 
⑰
∴
二
九
〇
‥
心
。
 
 
 

痛
き
K
 
③
閃
七
二
・
情
。
／
K
宿
し
 
⑧
．
五
一
三
・
情
。
／
K
痛
く
 
③
四
六
七
・
憎
。
⑳
四
E
八
三
・
許
己
呂
。
／
K
の
 
 
 

（
と
、
今
は
旧
国
歌
人
観
通
り
と
し
て
お
く
）
 
 

な
る
。
 
 

『
高
菜
策
』
 
で
は
、
如
何
な
る
 
「
こ
こ
ろ
」
 
 

し
て
示
し
て
み
ょ
う
っ
 
「
こ
こ
ろ
」
は
、
以
下
 
 
 

毒
さ
す
君
が
K
 
⑬
三
八
五
七
・
情
。
／
 
 中

、
三
四
方
首
で
、
そ
の
全
作
品
に
占
め
る
割
合
は
、
七
二
ハ
％
態
と
い
う
こ
と
に
 
 

明
き
K
 
⑳
匹
E
六
瓦
・
許
己
昌
。
 
 

が
如
何
様
に
現
れ
て
い
る
か
を
、
そ
の
姿
を
表
わ
す
表
現
の
ほ
ぼ
五
十
音
順
に
整
頓
 
 

「
K
」
 
で
示
し
、
そ
の
表
記
は
、
作
品
番
号
の
後
に
示
す
。
 
 

④
垂
二
八
‥
小
。
④
七
二
五
・
情
。
⑦
三
一
六
 
 

／
吾
が
K
明
石
の
浦
に
（
地
名
と
の
掛
け
言
葉
）
 
 

浅
き
K
 
⑬
二
八
〇
七
‥
心
 
／
 
K
に
飽
か
 
 

堪
へ
ぬ
K
 
⑬
一
一
二
七
九
t
情
。
 
／
 
K
は
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⑳
E
四
六
五
・
己
許
呂
。
／
K
に
は
思
ふ
 
⑪
二
二
七
一
‥
心
。
⑪
二
五
重
一
・
情
。
⑩
四
一
五
四
‥
心
。
／
K
に
は
思
ひ
 
④
七
 
 

一
E
・
情
。
／
K
に
思
ひ
て
 
⑦
一
一
．
四
五
・
情
。
／
K
思
ほ
ゆ
 
⑪
二
て
「
九
二
‥
心
。
⑪
一
一
七
五
人
‥
心
ハ
）
⑪
二
七
七
九
・
心
。
 
 
 

呂
。
／
K
痛
み
 
⑭
三
五
四
二
・
己
許
呂
じ
 
 
 

K
い
た
も
す
べ
な
し
 
⑮
・
二
七
八
五
・
許
己
弓
 
／
腐
る
K
 
⑲
四
一
五
四
・
許
己
呂
。
 
 

心
。
㊧
▲
〇
九
二
・
心
 
／
 
K
い
ぶ
せ
し
 
⑫
二
九
四
九
‥
心
。
⑧
一
重
ハ
八
・
情
。
∴
み
）
 
 

痛
き
 
⑬
二
二
五
〇
‥
心
。
⑬
三
三
．
一
九
・
意
。
／
K
L
宿
し
 
⑬
三
二
▲
一
四
・
心
。
⑰
E
〇
〇
六
・
許
己
R
。
／
K
ぞ
痛
き
 
②
 
 

三
二
〇
・
心
。
⑳
円
三
〔
〕
七
・
許
己
呂
。
／
K
を
痛
み
 
①
五
・
心
。
②
一
三
瓦
‥
心
。
⑨
一
八
〇
E
・
意
。
⑬
四
一
二
二
・
許
己
 
 

う
つ
ろ
ふ
K
 
⑬
三
〇
五
八
・
情
。
⑫
三
〇
五
九
・
情
。
／
 
は
ね
ず
色
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
K
 
④
六
瓦
七
・
意
。
⑫
三
〇
七
 
 

E
・
情
＝
 
 
 

う
ら
さ
ぶ
る
K
 
①
八
二
・
情
。
 
／
 
K
を
う
る
は
し
み
 
⑰
三
九
六
九
‥
心
。
／
う
る
は
し
と
わ
が
思
ふ
K
 
④
六
八
七
・
 
 

情
。
 
／
 
K
を
得
る
 
⑦
一
三
〇
二
∵
心
。
 
 

♪
 
 
 

ム
っ
〆
 

お
ほ
ろ
か
の
K
 
⑪
二
重
二
元
・
行
。
 
／
 
K
鈍
く
 
⑫
二
八
五
六
‥
心
。
 
／
 
同
じ
K
 
⑫
二
九
二
一
・
碍
J
⑮
三
七
九
 
 

情
∩
⑫
二
九
七
七
・
心
。
 
 
 

木
の
葉
落
ち
て
浮
き
た
る
K
 
④
七
一
一
‥
心
。
 
 

／
 
 
 

し
 
④
垂
二
〇
・
情
⑫
二
一
〇
二
八
‥
心
。
 
 

K
さ
へ
消
え
失
せ
た
れ
ば
 
⑨
▲
七
八
二
・
心
。
 
 
 

七
‥
心
C
⑲
E
一
八
九
・
許
己
呂
C
／
K
は
剛
じ
 
 
 

思
ふ
K
 
④
六
八
七
・
心
。
⑦
一
三
三
四
t
情
。
 
 

情
。
⑬
三
二
五
〇
‥
心
。
⑭
三
四
九
六
・
己
許
口
口
。
 
 
 

思
ひ
し
K
 
⑪
二
元
七
九
・
情
。
／
思
ひ
た
る
K
 
 

現
し
K
 
⑦
▲
三
四
三
 
（
一
云
）
・
心
。
⑪
二
三
七
六
‥
心
。
⑪
一
▲
七
九
二
・
意
。
⑫
二
九
六
〇
・
情
。
 
 
 

⑫
．
二
〇
九
九
‥
心
。
⑰
三
九
七
八
・
許
己
巳
。
 
 

⑦
二
二
八
二
‥
心
。
⑧
一
五
四
四
・
情
。
⑧
一
六
一
門
・
心
。
⑨
一
七
九
二
 
 

⑮
∵
二
ハ
二
七
・
許
己
呂
。
⑮
三
七
八
五
・
許
己
呂
。
⑰
二
．
九
五
〇
・
意
 
 
 
／
K
思
ひ
て
 
 

⑬
三
八
〇
〇
・
情
。
／
思
へ
り
し
K
 
③
甲
八
一
‥
心
。
 
 

／
 
滞
ら
氷
の
薄
き
K
 
⑳
四
四
七
八
・
許
己
呂
r
J
 
 

K
の
失
す
る
 
⑪
二
四
C
O
‥
心
。
／
K
静
夫
せ
ぬ
 
 
 

／
 
K
う
つ
く
し
 
⑭
三
四
九
六
・
己
許
呂
∩
 
 

／
 
K
い
さ
よ
ひ
 
③
．
二
七
二
・
 
 

／
 
K
に
入
る
 
④
五
一
円
・
 
 

／
 
K
は
疑
ひ
も
な
 
 

⑨
▲
七
四
〇
・
情
。
 
 

⑫
三
二
一
一
‥
心
。
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⑬
四
〇
九
五
・
許
己
吊
。
／
K
は
思
ヘ
ビ
 
④
凹
九
六
‥
心
。
⑦
一
間
〇
一
‥
心
。
⑪
二
五
二
二
・
心
。
⑪
二
六
九
九
・
意
。
⑫
二
 
 

九
一
〇
‥
心
（
に
は
）
。
⑭
三
三
六
七
・
己
許
呂
。
／
K
は
思
は
じ
 
⑪
二
重
二
五
・
行
。
 
／
 
K
（
を
）
恩
ふ
 
⑧
一
六
五
 
 

三
‥
心
。
⑪
二
四
七
一
‥
心
。
⑪
二
八
一
大
∵
‥
心
。
⑫
二
九
〇
一
一
・
情
。
⑫
三
〇
五
八
・
情
 
⑫
三
〇
七
一
・
心
。
⑭
三
四
八
二
・
 
 

己
許
呂
。
⑭
三
五
〇
七
・
己
許
R
。
⑮
三
五
八
八
・
情
。
⑮
三
七
七
五
・
己
許
呂
。
⑳
三
八
〇
七
‥
心
。
⑳
四
E
七
八
・
許
己
呂
。
 
 
 

K
に
は
思
ひ
誇
り
て
 
⑰
E
〇
一
一
・
情
。
／
K
を
…
置
く
 
⑮
三
八
五
一
・
心
。
／
 
K
の
う
ち
を
思
ひ
延
べ
 
⑬
四
一
五
E
・
 
 

許
己
呂
。
／
K
ゆ
も
思
へ
 
④
凹
九
〇
・
情
。
／
K
ゆ
も
思
は
ぬ
 
④
六
〇
丁
情
。
④
六
〇
九
・
情
。
⑤
七
九
四
・
許
～
呂
。
⑦
 
 

一
三
三
八
‥
心
ハ
〉
⑦
一
三
五
E
‥
心
。
／
 
K
を
近
く
恩
ほ
せ
 
⑮
三
七
六
四
・
許
己
呂
 
 
 

語
ら
ひ
し
K
 
⑤
七
九
四
・
許
～
呂
。
 
／
 
K
悲
し
く
 
⑮
∵
六
一
二
九
・
許
己
呂
。
／
K
悲
し
も
 
③
四
五
〇
・
情
。
⑩
些
一
 
 

九
二
・
情
。
 
／
 
か
ぎ
ろ
ひ
の
K
 
⑨
一
八
〇
四
‥
心
。
 
 
／
 
か
り
薦
の
K
 
⑬
三
二
五
五
‥
心
。
 
 
 

K
清
隅
の
池
 
⑬
三
二
八
九
・
情
（
掛
け
言
葉
「
 
／
K
競
ほ
へ
ば
 
⑲
二
〇
三
三
・
神
。
 
／
 
肝
向
か
ふ
K
 
②
一
三
五
・
 
 

心
。
⑲
一
七
九
二
‥
小
。
 
／
 
K
を
…
極
め
尽
し
て
 
⑳
四
囲
六
五
・
詐
己
出
。
／
 
K
は
聞
こ
え
来
ぬ
 
⑧
一
六
一
四
‥
心
。
 
 
 

K
ぐ
き
 
⑧
一
四
五
〇
・
情
。
／
K
ぐ
し
 
⑰
二
一
九
七
三
・
己
許
邑
。
⑰
三
九
七
八
・
情
。
／
K
ぐ
み
 
⑫
三
〇
五
七
・
意
。
／
 
 

K
ぐ
く
 
④
七
三
五
・
情
∪
④
七
八
九
・
情
。
（
春
㌫
と
関
係
あ
り
）
 
／
 
K
・
：
掛
見
な
む
 
④
六
八
七
・
情
C
 
 
 

砕
か
む
K
 
 
 

悔
ゆ
べ
き
K
 
 
 

雲
居
な
す
K
 
 
 

具
し
き
K
 
う
た
て
異
に
K
 
 

・
。
 
 
 

恋
ふ
る
K
 
 

／
恋
ひ
来
し
K
 
 ⑲

二
三
〇
八
・
情
。
／
K
砕
け
て
 
④
七
二
〇
・
惰
。
⑨
．
七
九
二
‥
心
。
⑮
三
八
一
一
‥
心
。
 
 
 

③
門
∴
七
‥
心
。
⑪
二
五
二
八
・
心
。
⑭
三
三
六
五
・
己
許
呂
。
 
／
 
K
苦
し
 
⑨
一
人
〇
六
・
情
。
 
 
 

③
三
七
二
‥
心
。
⑰
四
〇
⊇
一
丁
己
許
呂
。
 
 

⑭
三
四
八
二
・
己
許
呂
。
⑮
三
五
八
八
・
情
。
⑮
三
七
七
五
・
己
許
呂
ハ
ゝ
／
K
も
け
や
に
 
⑬
三
人
七
五
・
心
。
／
 
 
 

⑫
二
九
四
九
‥
心
っ
⑳
四
三
〇
七
・
許
己
日
。
／
K
を
異
に
は
 
⑪
二
三
九
九
‥
心
。
／
K
・
：
異
に
 
⑮
三
三
二
 
 
 

④
五
八
二
・
嘩
J
④
七
一
六
∵
情
。
④
七
二
五
・
情
。
⑲
二
〇
一
六
‥
心
。
⑪
二
七
八
五
・
心
。
⑬
三
二
五
人
‥
心
。
 
 
 

⑦
▲
二
二
一
‥
心
。
／
恋
し
き
K
 
⑪
二
三
九
二
‥
心
。
／
K
の
う
ち
に
恋
ふ
 
④
七
〇
五
・
情
。
⑨
一
七
六
人
・
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心
。
⑳
二
九
四
四
・
情
。
／
K
恋
ふ
る
 
⑳
四
E
四
五
・
許
己
吊
。
／
K
臥
し
き
 
③
二
五
二
∴
心
。
／
K
か
ら
…
恋
ふ
ら
く
 
④
 
 

六
九
四
・
心
〔
レ
⑫
三
〇
二
五
・
情
。
⑬
三
二
七
一
‥
心
「
）
 
 

つ
ふ
 
 
 

木
屑
な
す
K
 
⑮
二
七
二
四
‥
心
口
 
／
 
生
計
に
出
る
 
⑰
四
〇
〇
八
・
許
己
呂
。
 
 
 

聡
き
K
 
⑫
一
▲
九
〇
七
・
神
。
 
／
 
さ
し
ま
く
る
K
 
⑳
四
一
六
四
・
情
。
 
／
 
さ
ど
は
せ
る
君
が
K
 
⑬
E
一
〇
六
・
許
 
 

芹
ぶ
 
 

／
 
K
さ
ま
ね
し
 
①
八
二
・
情
。
 
 ／
 
K
寂
し
く
 
⑰
三
九
六
二
・
情
。
⑬
 
 

己
呂
。
／
 
寒
水
の
K
 
⑮
三
八
七
五
・
心
。
 
 

四
一
〇
六
‥
心
。
 
／
 
K
障
ら
ず
 
⑳
四
二
ハ
E
・
情
。
 
 
 

下
K
 
①
五
・
頂
J
⑦
｛
三
〇
四
‥
心
。
⑲
一
八
八
九
‥
心
。
／
 
下
延
ふ
る
K
 
⑮
四
一
一
五
・
許
己
呂
。
 
／
 
鹿
の
K
 
 

／
 
K
鎮
め
る
 
②
一
九
〇
‥
心
。
⑤
八
J
三
・
許
～
呂
っ
／
 
偲
は
せ
る
君
が
K
 
 

⑨
一
人
〇
四
∵
意
。
⑲
二
〇
九
四
‥
心
。
 
 

／
 
K
に
染
み
て
 
④
瓦
六
九
・
惰
っ
／
し
み
に
し
K
 
⑥
一
〇
円
周
・
情
。
⑪
二
四
九
」
ハ
‥
心
。
⑳
四
E
 
 

⑰
三
九
六
九
‥
心
。
 
 

四
五
・
許
己
呂
。
 
／
 
K
示
す
 
④
七
二
五
・
情
。
 
 
 

鍼
結
ひ
し
妹
が
K
 
④
至
二
〇
・
情
。
 
／
 
K
進
む
 
③
三
八
一
・
情
 
 
 

K
［
も
］
知
ら
ず
 
⑬
二
二
二
五
〇
‥
心
。
⑭
三
五
六
六
・
己
許
呂
。
⑳
四
二
九
四
・
情
。
／
K
を
知
ら
に
 
⑬
三
二
元
五
‥
心
。
／
 
 

K
は
知
ら
ゆ
 
⑬
一
二
八
〇
〇
・
情
リ
／
K
を
知
ら
む
 
⑰
三
九
瓦
〇
・
意
。
／
K
を
知
る
 
②
九
八
・
心
。
②
九
九
‥
心
。
⑬
一
九
 
 

一
六
・
情
。
 
 
 

K
の
す
べ
も
す
べ
な
さ
 
⑤
七
九
六
・
己
許
呂
。
⑬
四
一
〇
六
・
許
己
呂
。
／
 
K
は
忍
び
か
ね
つ
 
③
E
七
二
・
情
。
 
 
 

K
に
し
み
て
思
は
ゆ
 
④
五
六
九
・
情
。
 
／
K
も
し
る
く
 
⑧
一
貫
九
六
・
情
 
 
 

K
も
し
の
に
 
③
二
六
六
・
情
。
⑧
バ
五
五
二
‥
心
。
⑪
二
七
七
九
‥
心
。
⑬
∵
二
五
五
‥
心
。
⑰
三
九
七
九
・
許
己
呂
。
⑰
三
 
 

九
九
三
・
許
己
呂
。
⑰
四
〇
〇
三
・
己
許
呂
。
⑳
凹
一
四
六
・
情
。
⑳
四
五
〇
〇
・
己
許
呂
。
 
 

ヰ
 
 
 

K
を
塞
か
へ
る
 
⑦
一
三
八
三
・
情
。
⑪
二
四
三
二
‥
心
〔
い
 
 

／
 
K
背
き
て
 
⑤
七
九
四
∵
許
～
呂
。
 
／
 
K
空
な
り
 
⑪
 
 

二
五
四
一
t
心
。
⑫
一
‥
九
五
〇
・
情
。
／
K
天
つ
空
な
り
 
⑫
一
▲
八
八
七
・
意
。
 
 
 

激
つ
K
 
⑦
一
三
八
三
・
情
。
⑫
二
些
二
二
‥
心
。
 
／
 
玉
か
づ
ら
絶
え
む
の
K
 
⑫
三
〇
七
一
‥
小
。
⑭
三
五
〇
七
・
己
許
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○
‥
心
。
⑫
．
一
八
九
四
‥
心
。
⑳
門
四
七
九
・
其
己
R
。
／
K
ど
も
な
し
 
③
門
九
七
‥
心
神
r
J
③
E
七
丁
情
神
。
⑪
一
．
垂
一
五
・
 
 

情
利
。
⑫
三
C
五
五
‥
心
神
。
⑬
三
二
七
五
・
情
利
∪
⑰
三
九
七
二
・
許
己
吊
琴
－
⑫
四
一
七
三
・
情
度
し
／
 
K
と
も
し
み
思
ふ
 
 
 

⑫
二
八
E
二
・
心
。
 
 
 

K
は
解
け
て
 
⑰
三
九
四
〇
・
許
己
臼
。
／
K
を
解
く
 
⑪
二
六
⊇
一
・
心
。
／
K
も
解
け
ず
 
②
一
四
m
∵
情
。
 
 
 

K
遂
げ
じ
と
 
⑦
一
三
八
二
‥
心
。
／
K
は
遂
げ
ず
 
③
四
八
∵
心
し
／
 
泣
き
し
K
 
⑳
四
三
五
六
・
許
己
呂
。
 
 
 

長
き
K
 
⑦
一
四
一
三
・
心
 
⑧
一
五
四
人
・
意
。
／
K
は
長
く
 
⑥
一
〇
些
二
・
情
。
 
 
 

K
な
ぐ
 
⑧
一
六
．
一
九
・
情
U
⑪
二
五
七
九
・
情
。
⑮
三
六
二
七
・
許
己
呂
。
⑩
四
一
五
四
・
情
。
⑲
四
一
人
五
・
情
。
／
K
な
 
 

ぐ
さ
に
 
⑬
四
一
〇
一
‥
心
。
⑮
川
∴
〇
四
・
許
己
R
。
⑬
四
一
一
三
・
情
。
⑲
四
一
八
九
・
情
。
⑲
E
一
九
〇
・
情
。
／
K
ピ
の
 
 

和
ぐ
 
⑬
川
一
七
一
一
∴
情
り
 
 
 

慰
む
る
K
 
⑤
八
八
九
・
許
～
呂
。
⑤
八
九
人
‥
心
。
⑳
三
二
八
〇
・
心
。
⑰
二
一
九
六
九
・
許
己
呂
。
⑬
囲
一
一
三
・
許
己
臼
。
 
 
 

K
尽
し
て
 
④
六
八
二
・
情
。
⑬
四
∴
ハ
四
・
情
。
⑦
三
三
〇
‥
心
。
⑫
三
二
ハ
ニ
 
 

を
尽
さ
く
 
④
六
九
一
∴
情
。
／
K
つ
く
し
の
〓
 
⑬
三
三
三
二
‥
心
。
（
掛
け
言
葉
）
／
 
 
 

つ
つ
め
り
し
K
 
⑬
二
一
一
J
八
五
・
心
。
／
 
K
つ
ご
く
 
⑮
四
〇
八
九
・
許
己
呂
＝
／
 
 
 

磨
ぎ
し
K
 
④
六
一
九
・
情
。
④
六
七
三
‥
心
。
⑬
三
二
三
六
‥
心
。
／
 
遠
き
K
 
 

ロ
［
。
 
 

て
ユ
1
1
 
 
 奉
る
K
 
⑲
一
▲
〇
六
九
・
情
。
／
 
汲
み
し
K
 
③
川
八
〇
‥
心
。
 

／
 
K
遣
ふ
 
②
一
七
六
・
情
。
⑬
凹
二
三
六
・
情
。
 
 
 

K
足
ら
ひ
に
 
⑬
四
〇
九
四
‥
心
〔
】
⑬
四
▲
二
一
二
・
許
己
呂
［
己
許
呂
］
 
 
 

（
天
空
の
）
た
ゆ
た
ふ
K
 
⑪
二
八
二
ハ
‥
心
。
／
た
ゆ
た
ひ
や
す
き
K
 
⑫
三
〇
三
一
‥
心
。
／
K
た
ゆ
た
ひ
 
④
七
一
三
 
 

。
 
 

K
に
た
ぐ
ひ
あ
ら
め
や
も
 
④
五
八
二
・
情
。
 
／
 
K
を
ぞ
使
い
に
遣
り
し
 
⑫
二
八
七
四
■
情
 
 

尽
す
K
 
⑬
三
二
五
一
‥
心
。
／
K
つ
け
ず
て
 
⑲
四
一
六
二
・
情
。
／
K
尽
す
 
⑧
一
六
三
三
■
情
。
⑬
四
二
 
 

心
。
⑨
∵
八
〇
五
（
一
云
）
 
 
 

奉
へ
ま
つ
り
し
K
 
②
一
 
 
 

K
つ
と
む
 
⑳
四
四
六
六
 
 

⑪
二
七
〇
一
‥
心
。
／
利
K
 
 

六
・
情
。
／
 
 

・
意
。
／
K
 
 

七
六
・
情
。
 
 

・
己
許
呂
。
 
 
 

⑪
二
四
〇
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⑬
川
二
一
五
・
許
己
呂
。
／
慰
も
る
K
 
②
一
九
六
・
情
。
②
二
〇
七
・
憎
。
④
五
〇
九
・
情
。
⑪
二
五
七
一
‥
心
。
⑪
二
五
九
六
・
 
 

心
。
⑫
二
九
〇
四
‥
心
1
 
／
 
嘆
く
ら
む
K
 
⑬
四
一
〇
一
‥
心
じ
 
 
 

K
無
き
 
⑬
二
二
二
六
・
心
 
（
秋
）
。
⑫
三
一
三
∵
心
 
〔
雨
）
。
⑬
∵
▲
二
四
二
・
恵
 
（
山
）
。
⑮
三
七
人
E
・
許
己
呂
 
（
鳥
）
。
／
 
 

K
無
く
 
①
一
七
・
情
。
①
七
一
・
情
。
⑫
二
九
〇
四
‥
心
〝
⑭
三
四
六
二
一
・
己
許
R
。
／
K
無
し
 
⑫
二
九
〇
七
・
神
。
⑫
二
九
 
 

L
ハ
〇
・
情
〔
／
K
し
無
〈
は
 
⑬
凹
一
一
三
・
許
己
呂
。
⑬
門
一
一
五
・
許
己
呂
。
／
K
は
無
し
に
 
⑥
九
三
有
∵
情
∩
⑬
二
一
二
 
 

二
‥
心
。
⑪
二
三
七
六
‥
小
。
⑪
二
五
九
六
‥
心
、
㌧
／
（
あ
な
）
 
K
な
 
（
と
〉
 
⑲
二
三
〇
一
∴
惰
っ
 
 
 

何
K
ぞ
も
 
⑲
三
一
九
丘
・
情
〔
u
／
何
の
K
ぞ
 
⑰
三
九
一
二
・
情
。
／
 
K
か
ら
な
つ
か
し
み
思
ふ
 
⑦
一
三
〇
五
‥
心
。
 
 
 

靡
き
藻
の
K
 
⑪
一
一
七
八
〇
・
情
。
／
打
ち
靡
く
K
 
⑰
三
几
九
三
・
許
己
邑
。
／
打
ち
靡
き
K
は
 
④
五
〇
五
・
情
。
⑫
二
七
 
 

七
九
‥
心
ハ
〉
⑬
三
二
六
六
・
惰
。
⑬
三
二
六
七
・
情
。
 
 

／
 
後
の
K
 
②
九
八
‥
心
。
②
九
九
・
心
。
 
 
 

乗
り
に
し
K
 
⑦
一
三
九
人
・
意
。
⑦
三
一
九
九
・
情
。
／
K
に
乗
る
 
②
一
〇
〇
・
情
。
④
L
ハ
九
一
∴
情
。
⑬
一
人
九
六
・
心
。
 
 

⑪
二
四
一
一
七
‥
心
。
⑪
二
七
四
八
‥
心
、
〕
⑪
二
七
四
九
・
情
。
⑫
三
一
七
四
‥
心
。
⑬
三
二
七
八
‥
心
。
＠
一
一
一
四
六
六
・
己
許
呂
（
の
 
 

緒
ろ
に
）
。
⑭
三
五
一
七
・
許
己
呂
リ
 
 
 

K
告
れ
 
⑭
三
門
二
瓦
・
己
許
吊
っ
 
／
 
K
延
べ
む
 
⑬
一
八
八
二
・
意
。
 
 
 

春
雨
の
K
 
⑲
¶
九
】
六
・
惰
。
 
／
K
引
き
 
⑭
三
五
三
六
・
己
許
呂
。
⑲
四
二
四
八
‥
心
。
／
K
開
け
て
 
⑧
一
六
六
】
 
 

．
ト
ゆ
 
 

心
。
／
紐
の
緒
の
K
 
⑫
二
九
七
七
‥
心
。
 
／
 
太
き
K
 
②
一
九
〇
‥
心
。
／
 
K
二
行
く
 
⑭
三
五
二
六
・
己
許
邑
。
 
 

王
つ
 
 

二
六
〇
三
・
心
。
 
 ／
 
待
つ
ら
む
K
 
⑬
四
一
〇
七
・
許
已
呂
。
／
待
た
す
ら
む
K
 
⑰
二
∵
九
六
二
・
情
。
⑬
四
～
〇
六
・
心
。
 
 
 

K
深
め
て
 
⑦
一
三
八
一
‥
心
。
／
K
も
深
く
 
⑪
二
四
六
九
‥
心
。
 
 

K
振
り
起
し
 
③
凹
七
人
‥
心
。
⑰
三
九
六
二
・
情
。
 
⑳
E
三
九
八
・
憎
い
 
 

K
隔
て
つ
 
㊨
四
〇
七
六
・
許
己
呂
。
／
K
隔
て
や
 
⑦
一
一
三
〇
‥
心
。
／
 
 

ま
す
ら
を
K
 
⑪
二
七
五
人
‥
心
。
／
ま
す
ら
を
の
K
 
③
四
七
人
‥
心
。
⑳
二
 
 

ウ
。
 

L
i
か
 
外
K
 
⑪
二
四
三
四
‥
心
〔
〉
 
 

一
二
一
‥
心
。
⑰
三
九
六
二
・
情
。
⑮
四
〇
九
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／
松
が
根
の
君
が
K
 
⑫
三
〇
四
七
‥
心
。
 
 

7
3
 
／
 
K
待
て
 
⑬
三
三
〇
七
・
情
。
⑬
三
三
〇
九
‥
心
。
 
 

惑
へ
る
K
 
④
六
七
一
・
情
⊃
／
K
惑
ひ
ぬ
 
④
人
三
人
・
心
。
⑫
二
九
五
五
・
情
。
⑫
二
九
六
一
‥
心
。
 
 

K
は
守
り
敢
へ
ぬ
 
⑪
二
六
五
七
‥
心
。
 
／
 
K
は
…
君
が
ま
に
ま
に
 
⑬
三
二
八
五
・
心
。
 
 

■   
／
 
K
誰
に
見
せ
む
 
⑮
四
〇
七
〇
・
 
 

御
K
 
①
三
六
∴
翌
③
四
七
八
‥
心
。
⑤
八
二
∴
・
許
～
呂
。
⑬
四
〇
九
四
‥
心
っ
 
 

許
己
呂
。
／
K
は
夢
に
見
え
き
や
 
④
七
二
ハ
・
情
。
／
見
し
K
 
⑪
二
束
二
二
‥
心
。
／
K
を
見
し
明
ら
め
し
 
③
四
七
人
‥
小
ウ
 
 

朝
籍
の
乱
る
る
K
 
⑰
四
〇
〇
八
t
許
己
呂
。
／
K
乱
れ
て
 
⑨
一
八
〇
五
‥
心
。
 
 

結
び
し
K
 
③
三
九
七
・
情
。
／
結
び
て
し
K
 
⑪
二
六
〇
二
‥
心
。
／
K
と
結
び
て
し
 
⑬
三
七
九
七
‥
心
ハ
〉
／
松
が
枝
を
結
 
 

ぷ
K
⑥
▲
〇
四
三
・
頂
J
 
 
 

K
曝
せ
つ
つ
 
③
四
五
二
丁
情
C
／
K
の
み
咽
せ
つ
つ
 
④
五
空
ハ
・
情
＝
／
K
に
咽
せ
ひ
 
④
六
四
五
・
心
C
 
 
 

紫
の
K
 
④
五
六
九
・
情
〔
 
／
 
む
ら
き
も
の
K
 
①
五
・
心
。
④
七
二
〇
・
情
。
⑲
二
〇
九
一
∵
心
八
）
⑬
三
八
一
一
・
心
。
 
 
 

K
燃
え
つ
つ
 
⑨
J
八
〇
E
‥
心
。
／
K
は
燃
え
ぬ
 
⑤
八
九
七
・
心
。
⑰
三
九
六
二
・
惰
っ
／
K
に
は
燃
え
て
 
⑫
二
九
三
二
 
 

情
。
／
K
の
う
ち
に
燃
え
つ
つ
 
④
七
一
八
‥
心
。
／
K
に
は
火
さ
へ
燃
え
つ
つ
 
⑰
四
〇
二
・
心
 
 
 

持
て
る
K
 
⑪
二
五
三
七
‥
心
。
／
K
持
つ
 
⑫
三
〇
五
九
・
情
、
／
K
に
持
つ
 
⑮
三
七
二
三
・
許
∫
呂
。
／
K
を
持
ち
て
 
 

⑬
三
二
八
〇
‥
心
。
⑳
門
三
三
一
・
許
己
呂
。
／
K
は
持
た
じ
 
（
ず
）
 
③
E
三
七
・
心
。
④
六
一
九
▲
意
。
⑲
二
三
〇
八
・
情
。
 
 
 

⑪
一
▲
耳
元
‥
心
り
⑭
三
三
六
方
・
己
許
弓
 
／
 
百
重
な
す
K
 
④
閃
九
六
‥
心
。
⑫
一
㌢
一
九
〇
二
・
情
。
 
 
 

ル
十
の
K
 
⑬
≡
二
七
六
‥
心
1
し
／
 
K
安
き
空
 
⑨
一
七
九
一
∴
情
。
／
 
K
の
う
ち
は
止
む
 
⑪
■
一
七
八
五
‥
心
〇
 
 
 

K
焼
く
 
⑦
一
三
二
ハ
・
怖
じ
⑬
三
二
七
■
・
情
。
／
 
K
休
め
む
 
⑫
二
九
〇
八
‥
心
。
 
／
山
人
の
K
 
⑳
四
二
九
四
・
情
。
 
 
 

K
遣
る
 
⑪
二
門
正
：
∵
意
り
⑳
二
八
四
五
・
意
。
⑰
三
九
九
一
・
許
己
呂
っ
⑲
四
一
八
七
・
情
。
／
K
を
遣
る
 
③
三
関
六
・
 
 

帽
√
／
 
K
を
ぞ
使
い
に
遣
り
し
 
⑫
一
∵
八
七
四
・
情
′
 
K
の
み
妹
が
り
遣
り
て
 
⑪
三
恵
三
八
・
己
許
呂
。
 
 
 

K
し
行
け
ば
 
④
五
五
三
・
情
C
⑰
三
九
八
∵
許
己
呂
。
／
K
も
行
か
ず
 
③
四
六
六
・
愕
 
／
 
K
に
は
啓
小
 
⑰
四
〇
 
 

ゆ
る
 
 

五
・
情
。
 
／
 
汝
が
K
ゆ
め
 
⑦
一
三
五
六
・
情
〔
⑪
二
五
．
一
‥
心
。
⑬
三
二
一
〇
五
‥
心
。
 
／
 
K
縦
す
 
④
六
一
九
・
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情
。
④
六
七
三
・
心
。
 
 
 

淀
ま
む
K
 
⑫
三
〇
一
九
‥
心
。
／
恋
の
淀
め
る
K
 
⑪
二
七
二
丁
情
ハ
J
 
／
 
K
よ
し
 
⑬
一
八
八
九
・
心
。
 
 
 

K
は
寄
る
 
④
五
〇
五
・
情
。
④
五
四
七
・
心
。
⑬
二
二
E
二
‥
心
。
⑪
二
E
八
二
・
心
。
⑪
二
七
二
四
‥
心
′
〕
⑪
二
七
人
〇
・
 
 

情
。
⑫
二
九
人
五
別
歌
‥
心
。
⑫
．
一
九
八
六
‥
心
。
⑮
三
七
末
七
・
許
己
呂
。
／
 
（
打
ち
靡
き
）
 
K
は
寄
る
 
⑬
三
二
六
六
・
情
＝
 
 

⑬
二
二
二
ハ
七
・
情
。
／
K
寄
せ
む
 
③
四
八
〇
‥
心
。
 
 

ハ
∴
∴
‥
こ
 
 
海
神
の
K
 
⑦
三
一
〇
一
∵
心
。
 ／
 
帥
く
こ
と
難
き
K
 
⑬
▲
二
七
一
・
情
。
 
 
 

K
忘
れ
め
や
 
⑪
二
E
九
六
‥
心
。
／
K
さ
へ
＝
・
忘
れ
る
 
④
七
七
〇
・
情
ご
／
K
に
は
忘
れ
ぬ
 
④
六
五
三
・
情
。
／
K
に
は
 
 

忘
る
る
R
な
く
 
④
六
川
七
・
心
。
／
K
は
忘
ら
ゆ
 
⑳
四
四
八
二
・
許
己
呂
。
／
K
は
忘
れ
せ
ぬ
 
⑳
四
三
五
四
・
已
…
呂
U
／
 
 

K
 
（
は
・
し
）
 
忘
れ
か
ね
つ
も
 
③
三
九
七
・
情
＝
⑦
二
二
九
九
・
情
ハ
J
⑫
三
〇
四
七
‥
心
〔
レ
⑬
三
八
五
七
・
情
。
／
K
を
忘
ら
え
 
 

ぬ
か
も
 
⑳
E
三
五
六
・
許
己
呂
。
／
K
を
忘
れ
て
思
ヘ
ヤ
 
④
五
〇
二
‥
心
。
／
K
も
常
忘
ら
え
ず
 
⑦
一
三
九
八
こ
息
。
⑬
三
 
 

二
九
〇
‥
心
。
 
 
 

雄
K
 
⑫
二
八
七
五
‥
心
。
／
K
惜
し
け
く
も
な
し
 
⑬
．
。
二
五
一
・
心
。
 
 
 

常
の
表
記
に
統
一
し
て
列
挙
し
て
み
た
。
 
 
 

「
こ
こ
ろ
」
と
は
、
「
有
」
 
っ
た
り
「
無
」
か
っ
た
り
、
「
持
」
 
 

う
る
も
の
、
「
浅
」
か
っ
た
り
「
探
」
 
か
っ
た
り
、
「
長
」
 
い
も
の
 
 

「
苫
」
し
む
も
の
、
「
（
消
え
）
失
」
せ
た
り
」
「
砕
」
け
た
り
「
尽
」
 
 

え
「
焼
」
け
、
「
結
」
び
「
解
」
け
「
寄
」
り
、
「
靡
」
く
も
の
、
「
伺
」
か
「
異
」
か
、
「
足
」
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
も
の
、
「
移
」
 
1
7
1
 
 
 

『
高
菜
集
』
 
で
、
「
こ
こ
ろ
」
が
如
何
な
る
形
容
詞
を
伴
い
、
ど
の
よ
う
な
叙
述
が
な
さ
れ
る
か
、
を
拾
い
出
し
て
、
現
代
の
通
 
 

つ
か
歪
か
、
「
知
」
 
っ
た
り
「
忘
」
れ
た
り
、
「
思
」
 
い
、
「
恋
」
 
 

「
太
」
 
い
も
の
 
「
遠
」
 
い
も
の
が
あ
り
、
「
痛
」
 
み
 
「
悲
」
し
み
 
 

し
た
り
、
「
和
」
い
だ
り
「
待
」
 
っ
た
り
「
遣
」
る
も
の
、
「
燃
」
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ろ
い
「
惑
」
い
「
乱
」
れ
「
淀
」
み
「
咽
」
せ
る
も
の
、
「
紫
」
が
染
み
て
思
わ
れ
、
「
は
ね
ず
色
」
の
よ
う
に
移
ろ
い
や
す
く
、
「
紅
 
 

に
深
く
染
」
 
み
る
も
の
、
等
々
、
『
高
菜
集
』
 
の
中
で
の
姿
が
様
々
に
判
る
。
上
記
の
抽
出
が
、
そ
れ
ら
の
詳
細
及
び
そ
の
他
の
今
 
 

後
の
考
察
の
資
料
と
し
て
の
意
味
が
幾
ら
か
で
も
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
よ
L
と
し
た
い
。
「
こ
こ
ろ
」
 
の
表
記
に
つ
い
て
、
何
ら
か
 
 

の
規
則
性
や
法
則
の
よ
う
な
も
の
は
ま
ず
な
い
、
と
言
い
切
っ
て
よ
か
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
捲
く
」
と
結
び
つ
く
時
に
は
「
心
」
、
「
痛
 
 

き
」
と
繋
が
る
域
∧
‖
に
は
「
情
」
と
で
も
な
っ
て
い
れ
ば
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
心
拙
け
て
」
⑨
一
 
 

七
九
二
、
「
捲
か
む
恰
」
⑲
一
∵
一
〇
八
、
「
心
の
痛
き
」
⑬
∵
二
五
〇
、
「
計
の
橘
き
」
⑬
三
三
二
九
、
と
い
っ
た
具
合
な
の
だ
か
ら
。
 
 
 

現
代
の
感
覚
で
ほ
、
新
鮮
に
響
く
「
こ
こ
ろ
」
も
少
な
く
な
い
が
、
集
中
十
二
回
目
て
く
る
 
「
こ
こ
ろ
に
乗
る
」
と
い
う
表
現
は
 
 

特
に
注
口
に
情
い
し
よ
う
。
 
 

七
、
人
船
に
葦
荷
刈
り
積
み
し
み
み
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も
 
⑪
二
七
甲
八
 
 

八
、
駅
路
に
引
き
舟
渡
し
直
乗
り
に
妹
は
怜
に
乗
り
に
け
る
か
も
 
⑪
二
七
四
九
 
 

九
、
漁
り
す
る
海
人
の
開
音
ゆ
く
ら
か
に
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も
 
⑬
∵
■
一
七
E
 
 

十
、
赤
駒
を
 
既
に
」
り
一
て
 
黒
駒
を
 
厩
に
」
杜
て
て
 
そ
を
飼
ひ
 
吾
が
行
く
が
ご
と
 
 
 

の
た
を
り
に
 
射
臼
∵
止
て
て
 
搬
猪
待
つ
が
ご
と
 
床
敷
き
て
 
吾
が
待
つ
君
を
 
 
 

▼
と
イ
 
 

十
一
、
ま
熱
し
み
寝
れ
ば
言
に
出
さ
寝
な
へ
ば
ヒ
計
牲
の
締
ろ
に
乗
り
て
愛
L
も
 
⑭
三
竺
ハ
六
 
 
 

一
、
 
 
 

二
、
 
 

四
、
 
 

五
、
 
 
 

′
 
 

東
人
の
荷
前
の
純
の
何
の
賭
に
も
妹
は
偶
に
乗
り
に
け
る
か
も
 
②
一
〇
〇
 
 

も
も
し
き
の
大
宮
人
は
さ
は
に
あ
れ
ど
怜
に
乗
り
て
思
ほ
ゆ
る
妹
 
④
六
九
一
 
 

楽
浪
の
嘉
田
津
の
浦
の
船
来
り
に
乗
り
に
し
計
常
忘
ら
え
ず
 
⑦
一
三
九
人
 
 

自
年
ヤ
八
卜
の
島
拠
を
漕
ぐ
船
に
乗
り
に
し
怜
忘
れ
か
ね
つ
も
 
⑦
一
三
九
九
 
 

春
さ
れ
ば
し
だ
り
柳
の
と
を
を
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も
 
⑳
一
八
九
人
 
 

宇
治
川
の
漸
々
の
し
き
波
し
く
し
く
に
妹
は
心
に
来
り
に
け
る
か
も
 
⑪
▲
一
閃
二
七
 
 

思
ひ
妻
 
心
に
束
り
て
 
高
山
の
 
峰
 
 

犬
な
吠
え
そ
ね
 
⑳
三
二
ヒ
八
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十
二
、
白
雲
の
絶
え
に
し
妹
を
あ
ぜ
せ
ろ
と
許
己
日
日
に
乗
り
て
こ
こ
ば
愛
し
け
 
⑭
三
五
一
七
 
 

「
こ
こ
ろ
」
 
の
表
記
が
こ
の
場
合
も
ム
通
り
も
あ
る
こ
 
こ
の
十
二
例
、
全
て
、
心
に
乗
る
の
は
女
性
で
あ
り
、
心
に
来
ら
れ
る
の
 
 

は
男
性
で
あ
る
。
第
十
例
以
外
は
全
て
男
の
作
品
で
あ
る
＝
）
唯
．
女
性
の
作
目
m
で
あ
る
こ
の
長
歌
は
、
殊
の
他
の
秀
作
で
あ
ろ
う
。
 
 

栗
毛
馬
を
、
黒
馬
を
蟻
に
大
切
に
飼
育
し
て
そ
れ
に
私
が
乗
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
町
費
い
妻
が
私
の
心
に
乗
っ
て
心
を
占
め
て
し
ま
っ
 
 

て
ね
、
な
ど
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
あ
な
た
を
、
私
は
高
い
山
の
峰
の
窪
に
獣
を
狙
い
射
る
場
所
を
作
っ
て
待
ち
伏
せ
る
よ
う
に
寝
床
 
 

を
整
え
て
待
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
私
が
待
ち
に
待
っ
て
い
る
そ
の
夫
を
、
犬
よ
、
吠
え
た
り
し
な
い
で
ね
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 

夫
婦
双
方
の
愛
情
が
、
具
体
的
な
撃
喩
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
で
活
写
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
当
時
の
社
会
状
況
も
よ
く
判
る
作
品
で
 
 

あ
る
。
尤
は
実
際
に
も
〓
野
に
多
く
生
息
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
十
二
例
の
作
中
の
 
「
言
に
出
」
な
ど
も
示
す
よ
う
に
、
二
 
 

人
の
愛
情
を
あ
れ
こ
れ
取
り
沙
汰
す
る
口
さ
が
な
い
近
所
の
人
々
の
寓
喩
で
も
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
思
ひ
妻
」
な
ど
と
い
う
新
鮮
な
響
き
の
語
と
も
相
侯
っ
て
こ
の
作
品
は
、
男
性
の
 
「
心
に
乗
る
」
高
菜
時
代
の
女
性
た
ち
へ
の
 
 

思
い
を
描
き
」
凡
て
て
や
ま
な
い
。
『
寓
乗
集
』
に
登
場
す
る
「
昧
」
、
特
に
「
つ
ま
」
た
ち
を
次
に
垣
間
見
て
み
た
い
。
 
 

二
 
 

『
常
葉
集
』
 
で
、
「
つ
ま
」
 
「
め
」
と
訓
ま
れ
る
男
女
の
配
偶
者
を
指
す
表
記
は
、
次
の
卜
一
通
り
で
あ
る
。
出
て
く
る
順
に
、
A
 
 

～
K
の
記
号
を
付
し
て
表
に
示
し
て
み
よ
う
。
「
つ
ま
」
の
場
合
も
、
表
記
の
違
い
に
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
否
か
気
に
か
か
る
が
、
 
 

結
論
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
「
こ
こ
ろ
」
 
の
場
人
∪
同
様
、
殆
ど
法
則
性
・
規
則
の
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
、
と
言
う
方
が
安
 
 

全
で
あ
ろ
う
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
若
十
、
懇
意
的
に
観
察
の
結
果
を
、
も
っ
と
も
ら
し
く
言
う
こ
と
は
出
来
よ
う
が
、
余
り
意
 
 

味
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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＝ 

遁
碩
と
 
 

舟
〓
せ
む
購
 
 

ネ
∴
㌧
・
▲
㍉
 
 

嬢
喚
ぷ
舟
の
 
 

嬬
喚
ぷ
舟
の
 
 

碁
恋
ひ
に
 
 

稚
章
の
女
が
「
 
 

そ
の
夫
の
「
 
 

香
川
ふ
夕
ぞ
 
 

委
問
ふ
萩
の
 
 

委
川
ふ
時
に
 
 

妾
呼
ぷ
雄
鹿
 
 

レ
 

黍
幣
小
 
 

宴
呼
ぶ
汀
を
 
 

塞
が
眼
を
 
 

糞
恋
ひ
す
 
 

賽
呼
ぷ
什
は
 
 

嬬
肌
ひ
L
 
 

か
ば
づ
来
町
ぶ
 
 

委
ま
か
む
 
 

を
梨
の
木
を
 
 

委
梨
の
木
は
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F
．
u
．
し
 
 

押
一
丹
 
 

二
 
 
 

、
‖
け
‖
．
 
 
 
⊥
ノ
 
 

叫
二
二
」
、
 
 

M
．
n
六
 
 

川
二
L
 
 

二
九
六
二
 
 

一
二
九
ヒ
八
 
 

●
二
九
九
．
 
 
 

●
M
〔
）
ロ
∴
 
 

●
関
口
．
八
 
 

r
、
 
 
 
‖
 
 

耶
麻
尻
の
 
 

川
ひ
 
 

牝
に
L
套
を
 
 

わ
が
査
斬
る
 
 

耶
麻
”
命
の
 
 

両
女
例
に
 
 

む
有
り
て
 
 

薮
「
見
れ
ば
 
 

郁
来
の
r
と
 
 

先
よ
 
 

り
 
 

都
廉
㈹
ひ
の
 
 

耶
麻
の
命
も
 
 

我
が
奥
り
和
 
 

郎
麻
呼
び
交
す
 
 

祁
瓶
岬
ぶ
と
 
 

都
腑
呼
び
交
し
 
 

豪
ナ
が
匪
莱
 
 

撃
ト
ピ
も
 
 

琴
♪
が
倦
み
 
 

我
が
夜
よ
 
 

●
川
「
．
一
九
 
 
 

囲
∴
二
二
 
 
 

E
二
二
七
 
 
 

門
二
一
 
 

」
 
 

叫
二
二
二
一
 
 

円
．
一
川
 
 
 

E
≒
八
五
 
 
 

門
二
九
七
 
 
 

E
「
▲
九
八
 
 

∴
∵
「
 
 
、
 
 

後
川
川
二
二
 
 

級
川
Ⅲ
∵
ハ
 
 

後
川
涼
∵
七
 
 

使
用
四
二
c
 
 

横
川
Ⅲ
∵
一
一
 
 

級
M
川
門
 
 

前
川
川
川
U
 
 

後
四
川
几
．
 
 

郡
毎
呼
ぷ
 
 

は
 
 

我
が
耶
麻
も
 
 

若
隼
の
耶
麻
 
 

蜜
し
き
耶
麻
 
 

嘆
き
け
む
耶
麻
 
 

我
が
美
愛
し
も
 
 

都
麻
を
と
 
 

錐
が
都
廉
 
 

耶
麻
別
れ
 
 

若
草
の
都
麻
 
 

耶
麻
は
持
た
せ
 
 

わ
前
が
姿
の
 
 

碁
の
椋
椅
濡
 
 

荒
虫
が
妻
の
 
 

豪
の
椋
椅
部
 
 

奏
の
服
部
 
 

秦
の
物
部
 
 

郡
り
が
秦
女
 
 

朝
〓
が
黍
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『
常
葉
集
」
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
配
偶
者
を
共
に
「
つ
ま
」
と
呼
ぶ
の
は
公
平
で
結
鳩
だ
が
、
男
の
方
を
表
わ
す
の
に
「
夫
」
 
 

は
四
回
使
わ
れ
る
だ
け
で
、
他
の
十
六
回
は
「
嬬
」
 
「
妻
」
 
「
嫡
」
な
ど
を
悠
然
と
使
用
す
る
。
前
表
の
 
「
つ
ま
」
欄
の
＊
印
は
そ
れ
 
 

ら
男
の
ガ
、
「
夫
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
1
U
 
 
 

㊥
印
を
付
し
た
⑥
九
五
「
の
「
嬬
」
は
、
男
女
い
ず
れ
の
配
偶
者
を
も
指
す
も
の
。
こ
の
作
品
と
、
③
二
六
八
と
の
「
附
」
は
、
 
 

原
文
は
 
「
鴫
」
 
で
あ
る
が
 
「
嬬
」
 
の
誤
字
説
に
依
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
誤
字
説
と
い
え
ば
⑬
三
二
九
九
の
 
「
妻
」
 
は
、
「
益
」
 
 

の
誤
字
で
は
な
い
か
、
と
の
説
も
あ
り
、
こ
の
作
品
の
結
句
は
難
解
と
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
。
 
 
 

歌
番
号
の
上
の
 
「
●
」
印
は
、
鹿
や
雁
、
鴨
な
ど
動
物
の
 
「
つ
ま
」
 
で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
③
二
六
八
、
⑧
一
五
四
一
、
⑧
一
 
 

五
六
一
、
⑧
一
五
六
二
、
⑧
一
六
二
九
、
⑲
二
一
五
二
▲
、
が
「
嬬
」
で
あ
る
以
外
は
、
全
て
「
妻
」
で
あ
る
。
 
 
 

左
往
や
詞
書
な
ど
、
詩
歌
以
外
の
文
章
巾
に
表
わ
れ
る
「
つ
ま
」
「
め
」
は
、
允
恭
天
皇
の
謡
の
中
の
 
「
雄
朝
嬬
」
 
（
②
後
九
〇
）
 
 

以
外
は
、
全
て
 
「
妾
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

⑳
四
三
四
二
T
は
、
「
メ
」
 
の
批
り
の
 
「
ミ
」
が
そ
の
ま
ま
表
わ
さ
れ
て
、
「
妻
」
 
で
は
な
く
「
美
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
つ
ま
屋
」
 
（
母
屋
の
横
に
建
て
ら
れ
た
離
れ
の
建
物
で
、
新
船
夫
姉
川
の
家
屋
と
も
言
わ
れ
る
）
 
は
集
中
六
回
現
わ
れ
る
が
、
 
 

②
二
一
〇
（
A
「
②
．
一
一
二
 
（
A
「
③
阿
八
‥
（
B
）
、
⑤
七
九
五
 
（
D
「
⑬
四
一
五
四
 
（
E
）
 
の
他
も
う
一
回
の
、
⑦
一
二
七
 
 

－
八
は
、
「
房
」
一
字
を
「
つ
ま
屋
」
と
し
て
使
っ
て
い
て
、
「
つ
ま
」
 
に
相
当
す
る
文
字
を
用
い
て
い
な
い
。
 
 
 

配
偶
者
を
若
草
の
瑞
々
し
さ
に
誓
え
る
「
つ
ま
」
 
の
枕
詞
「
若
草
の
」
が
妻
 
（
夫
）
 
と
結
び
付
い
て
使
わ
れ
る
の
は
十
一
例
あ
る
 
 

が
、
「
若
」
 
に
は
「
椎
」
 
「
稗
」
 
「
賓
」
 
の
変
化
が
見
ら
れ
る
 
（
表
音
式
表
記
は
今
は
問
題
に
し
な
い
）
。
 
 
 

若
草
の
夫
1
②
一
五
三
 
（
A
）
、
②
二
一
七
 
（
A
）
、
⑨
一
七
四
二
 
（
C
）
。
 
 
 

若
草
の
妻
1
①
一
二
八
五
 
（
F
）
、
⑲
二
〇
八
九
 
（
B
）
 
［
椎
］
、
⑪
二
二
－
六
一
（
B
）
 
［
稗
］
、
⑬
三
三
三
六
 
（
B
）
 
［
嚢
］
、
⑬
 
 

三
二
三
九
 
（
B
）
 
［
椎
］
、
⑳
四
三
三
一
（
E
）
、
⑳
些
二
九
人
 
（
E
）
、
⑳
四
四
〇
八
 
（
E
）
。
 
 
 

種
々
の
 
「
つ
ま
」
が
現
わ
れ
て
興
味
洗
い
の
で
そ
れ
を
一
瞥
し
て
み
た
い
。
女
を
「
妻
」
、
男
を
 
「
夫
」
 
に
統
一
し
て
、
原
文
の
 
 

お
わ
 
 

文
字
は
先
刻
来
の
表
で
用
い
た
記
号
で
示
す
。
「
人
妻
」
と
「
己
妻
」
が
多
く
現
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
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人
妻
（
他
人
の
配
偶
者
・
既
婚
者
）
①
二
一
（
A
）
。
④
五
一
七
、
⑨
‥
七
五
九
、
⑲
‥
九
九
九
、
⑬
一
∵
一
九
七
、
⑪
二
三
 
 

六
五
、
⑫
二
八
六
六
、
⑫
一
．
九
〇
九
、
⑫
三
〇
九
三
、
⑫
三
一
一
五
（
以
上
B
）
。
⑪
三
四
七
二
、
⑭
三
五
三
九
、
⑭
三
五
四
一
（
以
 
 

上
Ⅰ
）
。
⑭
三
五
五
七
 
（
E
）
。
①
二
一
は
天
皇
の
「
つ
ま
」
で
「
嬬
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
表
意
式
は
全
て
「
妻
」
 
 

で
あ
川
、
「
ひ
と
」
も
、
⑨
一
七
五
九
の
「
他
」
以
外
は
、
全
て
「
人
」
で
あ
る
（
巻
十
四
の
「
ひ
と
」
は
表
音
式
）
。
 
 
 

人
夫
1
軍
二
三
∴
四
 
（
G
）
。
こ
れ
」
何
の
み
。
「
人
妻
」
も
「
人
夫
」
も
巻
十
五
以
降
の
巻
に
は
現
わ
れ
な
い
。
 
 
 

已
妻
⊥
㈲
五
空
ハ
［
白
］
、
⑦
二
九
八
［
自
］
、
⑨
一
七
三
八
、
⑭
・
二
五
七
一
丁
）
、
⑬
三
八
〇
八
っ
巻
十
四
の
例
以
外
は
 
 

全
て
 
（
B
）
。
 
 
 

己
が
妻
1
㈲
二
〇
〇
五
 
（
F
）
 
［
自
］
リ
⑪
二
六
五
一
、
⑫
▲
二
〇
九
一
、
⑦
一
二
ハ
五
、
以
上
三
例
全
て
 
（
B
）
。
尚
、
こ
の
最
 
 

後
の
例
、
⑦
一
一
六
元
の
 
「
己
妻
喚
」
 
（
お
の
が
つ
ま
よ
ぶ
）
 
は
、
（
お
の
づ
ま
よ
ば
ふ
 
［
ぷ
も
］
）
 
の
訓
も
あ
る
の
で
、
そ
う
訓
め
 
 

ば
「
お
の
づ
ま
」
 
の
例
と
な
る
。
 
 
 

己
夫
1
㈲
二
〇
〇
四
 
（
F
）
、
⑬
三
三
一
四
 
（
C
）
。
尚
、
「
己
」
に
は
「
自
」
が
使
っ
て
あ
る
場
合
を
「
 
］
 
で
示
し
た
っ
 
 
 

我
が
妻
1
②
一
三
八
（
A
）
 
［
吾
］
、
⑨
．
七
五
九
（
B
）
 
「
吾
〕
、
⑪
．
一
四
二
八
（
F
）
、
⑬
．
二
〇
一
四
（
里
 
［
吾
］
、
⑬
三
二
 
 

九
五
（
F
二
吾
］
、
⑳
四
三
二
二
（
E
）
「
和
裁
］
、
⑳
四
三
二
七
言
二
和
親
］
。
［
我
が
孝
一
の
靴
り
で
⑳
川
三
E
三
「
和
加
菜
」
 
 

が
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。
 
 
 

以
下
、
五
十
音
順
に
椎
々
の
 
「
つ
ま
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
 
 

鼠
り
▲
こ
 
 
 

朝
妻
 
（
早
朝
帰
っ
て
ゆ
く
男
を
見
送
る
妾
）
去
一
八
一
七
、
一
八
一
八
 
（
共
に
B
）
。
地
名
「
朝
妻
（
山
二
と
の
掛
け
言
葉
 
 

で
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

許
ひ
妻
（
夫
の
た
め
に
潔
斎
し
て
そ
の
無
弔
を
祈
っ
て
い
る
華
⑦
一
二
六
一
一
（
A
）
。
 
 
 

愛
し
妻
よ
三
二
七
六
 
（
B
）
。
（
披
雲
の
）
愛
し
凄
。
形
の
良
い
波
雲
の
よ
う
に
見
飽
き
な
い
慕
わ
し
い
孝
〉
 
 
 

愛
し
夫
⊥
炒
五
四
三
 
（
C
）
、
⑬
三
三
〇
三
 
（
B
）
。
 
 
 

奥
妻
 
て
小
の
奥
深
く
に
思
う
妻
）
 
1
㈲
三
九
七
八
 
（
Ⅰ
）
。
 
 
 

■  
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恩
ひ
妻
（
愛
す
る
要
）
－
－
⑳
二
七
六
一
（
B
）
 
［
念
］
、
⑬
二
一
二
七
八
 
（
B
）
。
「
お
も
ひ
」
に
は
「
念
」
が
断
然
多
い
。
J
 
 

つ
t
 
 
 

片
恋
ひ
夫
一
1
②
一
九
六
 
（
A
）
。
一
人
残
さ
れ
て
一
方
的
に
片
思
い
し
て
い
る
夫
君
忍
藤
頁
子
を
指
し
て
い
る
。
 
 
 

心
え
（
心
の
中
で
密
か
に
愛
し
思
っ
て
い
る
人
）
－
－
金
一
六
一
一
（
G
）
C
女
惟
、
笠
縫
女
‡
の
歌
な
の
で
こ
の
相
手
は
男
。
 
 
 

言
寄
せ
妻
 
（
い
い
仲
だ
と
そ
の
関
係
を
評
判
立
て
ら
れ
て
い
る
妻
1
∽
二
五
六
二
 
（
B
）
。
 
 
 

恋
ひ
妻
1
嬰
三
七
．
（
F
）
、
⑮
二
門
八
〇
（
F
）
。
こ
れ
に
関
連
し
た
表
現
、
「
妻
恋
ひ
」
①
八
E
盲
）
、
④
五
八
瓦
（
里
、
 
 

⑧
一
四
囲
六
（
旦
、
⑧
一
六
〇
〇
（
至
、
⑧
一
六
〇
二
（
里
、
⑨
一
六
八
」
ハ
（
A
）
、
⑬
一
九
三
七
（
E
）
、
⑬
一
九
三
八
（
B
）
、
 
 

⑬
二
〇
八
九
 
（
B
）
、
⑲
二
一
五
〇
 
（
里
、
「
夫
恋
ひ
」
⑤
八
七
一
（
E
）
 
が
あ
る
。
 
 
 

障
り
妻
（
通
っ
て
く
る
夫
が
自
分
と
の
関
係
を
未
だ
世
間
に
公
表
し
て
く
れ
て
い
な
い
妻
、
人
じ
を
忍
ん
で
適
う
仲
の
妻
）
 
 
 

⑬
二
一
．
八
五
 
（
A
）
、
⑪
二
五
六
六
（
B
）
、
⑪
」
二
ハ
五
六
（
A
「
⑪
二
七
〇
八
 
（
B
）
 
［
内
り
］
、
⑪
二
八
〇
三
 
（
B
）
、
⑬
三
一
夫
 
 

六
盲
）
、
⑬
二
一
一
二
二
 
（
F
）
、
⑬
四
．
四
八
（
エ
 
［
己
母
利
］
。
類
似
の
も
の
に
、
「
隠
り
た
る
妾
」
⑪
二
束
〇
九
（
F
）
、
「
隠
 
 

せ
る
妻
」
（
親
の
許
し
を
得
ず
に
担
ぎ
州
し
、
人
目
に
つ
か
虻
小
所
に
隠
し
置
い
て
あ
る
牽
⑪
二
三
五
三
（
里
、
⑪
二
三
五
四
（
B
）
 
 

が
あ
り
、
「
妻
や
隠
れ
る
」
⑦
一
一
二
九
（
A
〓
芭
、
「
妾
蹴
る
」
②
一
三
有
〓
A
）
、
⑬
三
七
八
言
）
、
の
表
現
が
見
ら
れ
る
C
 
 
 

鼠
吾
（
退
く
に
離
れ
て
住
ん
で
い
る
妻
T
l
㈲
五
二
一
川
（
A
）
、
⑦
一
二
九
四
（
B
）
、
⑧
一
五
三
（
A
）
、
⑨
一
七
四
六
（
B
）
、
 
 

⑲
二
〇
二
一
（
H
）
…
こ
の
原
文
は
底
本
は
「
遥
婚
」
で
あ
る
が
、
「
頒
」
は
老
婆
の
さ
ま
を
意
味
す
る
字
で
あ
り
、
元
暦
校
本
な
 
 

ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
摸
」
は
醜
女
を
指
す
字
な
の
で
、
共
に
誤
字
の
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
 
『
玉
ム
〓
新
詠
』
 
に
美
貌
を
表
す
字
 
 

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
楔
」
が
、
原
文
の
文
字
だ
っ
た
と
見
な
そ
う
と
す
る
説
が
あ
る
 
（
小
）
っ
感
銘
深
い
申
説
だ
と
思
う
が
、
 
 

し
か
し
果
し
て
そ
こ
ま
で
漢
字
の
原
義
せ
恵
蒸
し
た
文
字
使
い
を
表
記
者
は
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

乏
し
妻
（
逢
う
こ
と
が
極
め
て
稀
な
賓
）
⑲
二
〇
〇
二
 
（
F
）
。
 
 
 

嘆
か
す
妻
 
（
逢
い
難
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
妻
）
 
1
個
三
〇
〇
六
 
（
F
）
。
こ
こ
で
は
織
女
星
を
指
し
て
い
る
。
 
 
愛
し
妻
（
可
愛
い
い
と
し
い
妻
）
1
⑧
一
軍
一
一
（
A
）
、
の
「
遠
嬬
」
の
別
の
旬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
〇
こ
れ
に
関
連
 
 

し
て
「
恕
し
き
妻
」
②
二
二
〇
（
B
）
、
④
六
人
三
（
旦
、
⑳
四
三
ご
二
 
（
E
）
、
が
あ
る
ハ
J
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花
妻
（
花
の
よ
う
に
美
し
い
衷
）
1
⑧
一
五
四
一
（
A
）
、
⑬
凹
一
一
三
 
（
K
）
。
 
 
 

花
つ
妻
 
（
花
の
よ
う
に
美
し
い
が
抱
い
て
寝
ら
れ
な
い
妻
？
）
1
㈲
二
二
三
七
〇
 
（
Ⅰ
）
。
 
 
 

「
我
が
岡
に
さ
雄
鹿
来
場
く
初
萩
の
花
妻
問
ひ
に
乗
鳴
く
さ
雄
塵
」
⑧
．
五
四
一
、
の
「
花
妻
」
は
、
萩
の
花
を
魔
の
妻
と
見
催
 
 

し
て
初
萩
の
花
を
妾
問
お
う
と
し
て
、
と
表
現
し
た
も
の
。
 
 

レ
と
．
★
ハ
∵
圭
 
 

一
夜
夫
（
た
だ
一
夜
を
共
に
し
た
、
一
夜
契
り
を
結
ん
だ
の
み
の
相
手
の
男
）
1
轡
二
八
七
三
 
（
B
）
。
男
を
表
わ
す
の
に
原
 
 

文
は
平
然
と
 
「
委
」
を
用
い
て
い
る
。
 
 
 

日
章
 
（
眼
で
見
て
愛
す
る
だ
け
の
妻
）
 
1
㈲
二
．
五
〇
二
 
（
Ⅰ
）
。
 
 
 

に
次
の
例
が
あ
る
。
 
「
 

零
そ
り
妻
 
（
世
間
の
人
か
ら
噂
を
立
て
ら
れ
て
い
る
妻
。
密
か
に
心
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
と
噂
さ
れ
て
い
る
妻
）
よ
三
五
一
 
 

雇
隙
く
1
讐
一
三
凹
六
盲
ニ
。
妻
放
か
り
1
讐
三
四
七
（
B
）
。
 
 
 

二
 
（
E
）
。
こ
の
作
品
、
「
一
嶺
ろ
に
言
は
る
も
の
か
ら
青
嶺
ろ
に
い
さ
よ
ふ
雲
の
寄
そ
り
妻
は
も
」
は
、
「
一
つ
山
の
 
（
一
緒
に
寝
 
 

て
い
る
）
 
仲
だ
と
言
わ
れ
て
い
な
が
ら
私
が
寝
よ
う
よ
 
（
五
＝
を
屠
ろ
）
 
と
言
う
と
そ
の
言
葉
に
青
嶺
ろ
に
た
め
ら
っ
て
漂
っ
て
い
る
 
 

雲
の
よ
う
な
噂
だ
け
の
妻
よ
、
今
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
、
掛
け
言
葉
と
欝
喩
と
を
巧
み
に
交
錯
使
血
し
て
、
 
 

集
中
唯
一
度
し
か
現
わ
れ
な
い
 
「
寄
そ
り
妻
」
な
ど
と
い
う
造
語
？
と
共
に
、
秀
吟
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

掛
け
言
葉
と
い
え
ば
、
前
述
し
た
「
朝
妻
（
・
∪
）
」
の
他
に
、
地
名
「
印
南
つ
ま
」
と
の
そ
れ
が
あ
る
。
⑮
三
五
九
六
盲
「
他
 
 
 

三
 
 
 

夫
松
（
待
つ
）
・
し
1
⑥
九
元
一
一
（
A
）
、
⑨
一
七
九
五
 
（
A
）
。
前
者
の
原
文
「
鴨
」
は
「
嬬
」
 
の
誤
り
だ
と
す
る
佐
竹
昭
広
説
に
 
 

依
る
 
（
小
）
。
松
待
つ
、
の
掛
け
言
葉
に
は
「
吾
が
松
」
⑬
一
九
一
∵
一
、
「
君
松
の
樹
」
⑥
一
〇
四
∴
、
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 

妻
梨
 
（
無
し
）
 
－
1
轡
一
一
八
八
、
二
一
八
九
 
（
共
に
B
）
。
 
 
 

誰
の
配
偶
者
か
、
と
閏
ふ
「
許
が
夫
」
③
四
二
ハ
（
A
）
、
「
誰
が
妻
」
⑨
一
六
七
二
（
里
、
⑳
四
三
九
七
（
E
）
が
あ
る
。
 
 
 

「
つ
ま
」
は
ど
う
す
る
か
、
「
恋
ふ
」
 
（
前
述
）
 
以
外
を
．
暫
し
て
み
よ
う
。
 
 

昇
は
知
れ
る
－
ふ
㌣
九
九
八
（
A
）
。
こ
の
「
つ
ま
」
は
織
女
房
が
彦
星
を
指
し
て
い
る
。
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妻
整
ふ
 
（
秦
を
呼
び
集
め
並
べ
る
）
去
一
∴
四
二
 
（
B
）
。
雄
鹿
が
鳴
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

妻
問
ひ
1
③
些
二
‥
（
旦
、
④
六
三
七
（
A
）
、
⑧
．
五
四
一
（
花
妻
、
A
「
⑧
二
ハ
二
九
（
A
）
、
⑨
一
八
〇
一
（
B
）
、
 
 

⑨
一
八
〇
二
 
（
B
）
、
⑲
二
一
重
二
 
（
A
）
。
 
 
 

妻
間
ふ
1
⑨
一
七
九
〇
 
（
B
）
、
⑲
二
〇
二
 
（
F
「
⑲
二
〇
九
〇
 
（
B
）
、
⑲
二
〇
九
八
 
（
B
）
、
⑲
二
一
二
 
（
B
）
、
⑬
 
 

一
一
一
七
九
．
〈
B
）
。
 
 
 

妻
ま
か
む
 
（
妻
と
寝
よ
う
）
⑬
二
一
六
五
 
（
B
）
。
 
 
 

妻
を
求
む
よ
一
八
二
六
 
（
B
）
。
 
 
 

妻
寄
し
こ
せ
ね
（
妻
を
授
け
た
ま
え
）
1
⑨
一
六
七
九
（
B
）
。
夫
零
し
こ
せ
ね
よ
三
四
五
四
（
E
）
。
前
者
は
「
妻
の
社
」
 
 

な
る
神
社
に
、
後
者
は
「
麻
手
小
食
」
 
（
麻
の
布
団
）
 
に
、
寄
び
か
け
、
語
り
か
け
て
い
る
。
妻
と
夫
が
．
例
ず
つ
あ
る
の
が
面
白
 
 

い
。
尚
、
⑨
一
六
七
九
、
「
紀
伊
の
国
に
止
ま
ず
通
は
む
妾
の
社
養
育
し
こ
せ
ね
妻
と
吉
ひ
な
が
ら
」
は
 
（
▲
に
一
ぶ
ふ
「
妻
賜
は
に
 
 

も
妻
と
一
言
ひ
な
が
ら
」
 
の
場
合
も
）
 
短
歌
．
百
中
に
三
回
「
妻
」
が
使
わ
れ
る
集
中
唯
一
の
例
で
あ
る
。
 
 
 

妻
呼
ぷ
1
⑥
一
〇
五
三
、
一
〇
六
二
、
一
〇
六
四
（
以
上
、
イ
・
B
）
。
⑦
二
二
五
（
ロ
・
B
）
、
⑧
一
閃
五
三
（
ロ
・
B
）
。
 
 

⑧
一
五
六
一
、
一
元
六
二
 
（
以
上
、
イ
・
A
）
。
⑲
二
〇
七
五
、
二
〇
八
人
 
（
以
上
、
ロ
・
A
）
。
⑲
二
一
四
一
、
二
一
閃
八
、
二
一
 
 

五
∴
 
二
一
六
五
 
（
以
上
、
イ
・
B
）
。
⑲
二
二
二
〇
 
（
ロ
・
B
）
、
⑰
四
〇
〇
六
 
（
E
）
、
⑳
四
三
一
九
 
（
E
）
。
こ
の
 
「
妻
呼
ぶ
」
 
 

は
、
＊
印
の
二
作
品
 
（
彦
星
が
秦
を
呼
ぶ
）
 
以
外
は
全
て
、
鹿
や
鴨
、
か
は
ず
な
ど
の
動
物
が
主
人
公
で
あ
る
。
尚
、
「
よ
ぷ
」
 
に
 
 

は
原
文
で
は
「
呼
」
 
（
イ
）
 
と
 
「
喚
」
 
（
ロ
）
 
の
二
字
が
あ
る
こ
と
を
記
号
で
示
し
て
お
い
た
。
表
音
式
は
本
稿
の
常
で
今
ほ
問
わ
な
 
 

。
 
 
 

妻
呼
び
交
は
す
－
－
㊥
二
九
九
三
 
（
E
）
、
⑰
四
〇
一
人
 
（
E
）
。
共
に
動
物
が
主
語
。
 
 
 

妻
呼
び
と
よ
む
－
－
⑥
一
〇
四
七
 
（
イ
・
B
）
。
妻
呼
び
と
よ
め
1
⑥
．
〇
五
〇
 
（
イ
・
B
）
。
呼
ぶ
の
は
共
に
雄
艶
。
 
 
 

妻
唱
び
立
て
て
1
⑦
二
人
二
 
（
B
）
。
呼
ぶ
の
は
洲
鳥
。
 
 

妻
別
れ
1
⑳
四
三
三
三
、
四
三
九
人
 
（
共
に
E
）
。
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「
つ
ま
」
を
表
わ
す
文
字
は
、
通
常
は
 
「
妻
」
 
（
B
）
 
を
用
い
て
お
り
、
動
物
の
 
「
つ
ま
」
は
、
軽
く
少
数
の
例
外
 
（
そ
れ
も
、
 
 

作
者
が
身
分
の
高
い
人
物
が
殆
ど
）
 
を
除
く
と
全
て
「
妻
」
 
で
あ
る
こ
と
、
概
し
て
、
身
分
の
高
い
作
者
の
作
品
や
、
身
分
の
高
い
 
 

人
物
を
指
す
場
合
、
七
夕
伝
説
巾
の
織
女
星
、
彦
星
を
指
す
時
は
、
「
嬬
」
 
（
A
）
、
「
媚
」
 
（
F
）
 
を
用
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
な
 
 

ど
が
観
察
さ
れ
よ
う
ぐ
既
に
．
コ
一
］
し
た
が
、
男
の
方
を
表
わ
す
「
夫
」
 
（
C
）
 
は
集
中
で
四
阿
倍
わ
れ
る
も
の
の
、
「
夫
」
を
表
わ
す
 
 

の
に
、
文
字
の
一
部
に
「
女
」
 
の
付
く
A
・
B
・
F
・
H
、
を
悠
然
と
使
っ
て
、
男
女
の
区
別
に
は
ま
ず
意
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
 
 

が
、
判
る
。
 
 
 

「
人
妻
 
（
夫
）
」
 
や
「
我
が
妻
」
 
「
己
が
妻
」
は
勿
論
、
「
己
妾
 
（
夫
）
」
や
「
恋
ひ
素
」
辺
り
ま
で
な
ら
現
代
で
も
そ
れ
程
特
別
に
 
 

は
響
か
な
い
が
、
「
隠
り
委
」
 
や
「
遠
妻
」
は
新
鮮
な
語
と
し
て
迫
る
佳
句
で
あ
る
。
ま
し
て
、
集
中
、
殆
ど
一
例
ず
つ
し
か
現
わ
 
 

つ
ま
 
れ
な
い
「
朝
妻
」
「
腐
宴
」
「
愛
し
萎
（
夫
二
 
「
奥
妻
」
「
思
ひ
妻
」
「
片
恋
ひ
夫
」
「
心
夫
」
「
言
寄
せ
妻
」
「
乏
し
妻
」
「
象
し
妻
」
「
花
 
 

づ
」
こ
 
 

妻
」
「
花
つ
妻
」
「
一
夜
夫
」
「
目
孝
」
「
零
そ
り
委
」
の
目
新
し
さ
に
は
、
現
代
の
我
々
は
思
わ
ず
心
若
か
れ
て
、
こ
れ
ら
の
「
つ
ま
」
 
 

た
ち
に
「
心
に
乗
」
 
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
 
 
 

鮮
烈
な
語
彙
と
言
え
ば
、
「
妻
迎
へ
船
」
⑧
∵
元
一
一
七
 
（
A
）
 
に
は
陛
日
さ
せ
ら
れ
よ
う
。
『
常
葉
集
』
 
の
七
夕
の
歌
も
「
日
本
の
 
 

妻
閃
ひ
の
習
慣
に
合
わ
せ
て
、
大
半
が
牽
牛
が
織
女
の
方
に
逢
い
に
ゆ
く
」
設
定
だ
が
「
こ
れ
は
そ
の
折
衷
形
式
」
 
（
小
）
 
で
、
彦
 
 

星
が
織
女
を
自
分
の
方
へ
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
船
を
仕
」
仇
て
て
迎
え
に
出
す
そ
の
船
の
謂
で
あ
る
。
こ
う
い
う
船
に
は
織
女
な
ら
ず
 
 

と
も
妾
は
い
そ
い
そ
と
乗
り
込
む
だ
ろ
う
し
、
そ
う
い
う
尖
に
「
心
に
乗
」
ら
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
 
 

斎
藤
茂
吉
の
第
一
歌
集
 
『
赤
光
』
 
の
、
次
の
諸
作
 
 

を
さ
な
妻
を
と
め
て
な
り
て
幾
百
日
こ
よ
ひ
も
最
早
眠
り
ゐ
る
ら
む
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木
の
も
と
に
梅
は
め
ば
醸
し
を
さ
な
妻
ひ
と
に
さ
に
づ
ら
ふ
時
た
ち
に
け
り
 
 

を
さ
な
書
こ
こ
ろ
に
持
ち
て
あ
り
経
れ
ば
赤
き
婦
蛤
の
飛
ぶ
も
か
な
し
も
 
 

公
園
に
支
那
の
を
と
め
を
見
る
ゆ
ゑ
に
幼
な
妻
も
つ
こ
の
身
愛
し
け
れ
 
 

を
さ
な
妻
を
さ
な
き
ま
ま
に
そ
の
日
よ
り
涙
な
が
れ
て
行
き
に
け
る
か
も
 
 

を
さ
な
妻
ほ
の
か
に
守
る
心
さ
へ
熱
病
み
し
よ
り
細
り
た
る
な
れ
 
 

を
さ
な
妾
こ
こ
ろ
に
守
り
更
け
し
づ
む
燈
火
の
虫
を
殺
し
て
ゐ
た
り
 
 

の
「
を
さ
な
妻
」
「
幼
な
妻
」
は
、
純
然
た
る
茂
上
〓
の
（
造
語
）
か
査
か
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
秀
歌
、
特
に
二
首
日
の
秀
吟
に
よ
っ
 
 

て
脚
光
を
溢
び
て
登
場
し
た
語
彙
と
言
っ
て
よ
く
、
こ
の
語
を
霞
み
だ
し
使
用
し
た
語
感
は
、
『
常
葉
集
』
 
の
前
記
の
新
鮮
な
「
つ
 
 

ま
」
た
ち
に
触
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
本
稿
の
筆
者
は
密
か
に
考
え
て
い
る
。
年
令
の
遥
か
に
離
れ
た
年
下
の
、
初
々
t
く
 
 

瑞
々
し
い
乙
女
乙
女
し
た
感
じ
の
若
い
妻
を
指
し
て
、
こ
の
 
「
幼
な
妻
」
は
間
然
す
る
所
の
な
い
美
事
な
語
で
、
今
も
あ
り
続
け
て
 
 

い
る
。
J
本
稿
は
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
語
彙
の
源
泉
？
を
探
し
て
の
、
『
商
業
集
』
 
の
 
（
こ
こ
ろ
）
 
と
 
（
つ
ま
）
 
た
ち
の
観
察
だ
っ
 
 

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
言
え
ば
、
茂
k
〓
も
、
そ
の
短
歌
作
品
中
に
、
頻
り
に
「
こ
こ
ろ
」
な
る
語
を
種
々
に
用
い
て
い
る
。
そ
 
 

う
思
っ
て
彼
の
最
初
の
歌
鮫
『
赤
光
』
全
八
一
一
一
門
首
中
、
「
こ
こ
ろ
」
な
る
語
が
使
わ
れ
て
い
る
作
品
を
調
べ
た
ら
そ
の
数
六
五
首
、
 
 

『
赤
光
』
 
全
作
中
に
占
め
る
そ
の
割
合
は
、
七
・
八
％
弱
で
あ
り
、
先
刻
述
べ
た
よ
う
に
 
『
商
業
集
』
 
で
「
こ
こ
ろ
」
が
使
用
さ
れ
 
 

る
作
品
の
全
巻
で
の
割
合
七
・
六
％
強
と
、
何
と
′
殆
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。
 
 

注
 
 

1
．
次
の
略
記
で
あ
る
。
並
び
に
本
稿
で
の
主
た
る
参
照
文
献
〔
し
 
 

（
藍
）
塵
紙
本
。
（
千
）
伝
ヰ
≠
隆
備
筆
本
。
（
頬
）
頬
衆
古
集
〔
二
紀
）
紀
州
本
。
（
元
）
元
僻
校
本
。
（
古
義
）
常
葉
集
古
糞
＝
 
 

常
葉
襲
許
群
 
落
田
空
穂
 
十
二
冊
 
東
京
堂
二
昭
一
八
～
二
七
／
補
訂
版
 
七
冊
 
角
〓
書
店
（
窪
田
空
穂
全
集
∵
昭
四
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3
．
前
半
は
男
性
の
、
後
半
は
女
件
の
、
作
品
が
合
体
し
て
い
る
と
見
る
の
が
現
行
の
大
方
の
解
釈
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
そ
う
は
 
 
 

看
傲
さ
な
い
。
 
 

4
．
『
萬
柴
集
』
 
に
は
、
こ
の
、
人
口
、
人
の
口
を
気
に
す
る
男
女
の
愛
惜
を
素
材
に
し
た
作
品
が
甚
だ
多
い
。
そ
う
い
う
狭
い
社
会
だ
っ
た
 
 
 

の
で
あ
り
、
そ
の
状
態
と
人
々
の
心
情
は
、
規
代
で
も
日
本
は
基
本
的
に
変
っ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
他
人
の
「
愛
」
の
記
事
で
溢
れ
る
 
 
 

週
刊
誌
の
類
の
隆
盛
を
想
う
だ
け
で
も
。
 
 

5
．
次
の
文
雫
後
三
八
‥
○
、
前
三
八
二
、
後
三
八
一
三
、
後
二
八
」
巧
に
出
て
く
る
二
回
の
「
夫
」
と
E
回
の
「
夫
君
」
は
、
そ
れ
 
 
 

ぞ
れ
 
「
せ
」
、
「
せ
の
き
み
」
と
訓
む
 
（
角
）
 
こ
と
に
し
て
、
本
衣
で
は
 
「
大
」
 
の
数
に
は
入
れ
て
い
な
い
。
 
 

6
．
『
菌
菜
葬
り
 
に
早
く
か
ら
親
失
し
た
茂
吉
は
、
『
赤
光
』
 
の
中
で
も
、
「
ね
も
こ
ろ
こ
ろ
に
」
「
た
く
ひ
れ
の
」
「
豊
旗
芸
」
「
豊
酒
」
 
「
と
こ
 
 
 

と
は
」
始
め
ガ
柴
語
や
▲
力
紫
集
の
語
法
を
頻
用
し
て
い
る
が
、
『
赤
光
』
 
に
収
録
し
た
一
首
「
遠
ひ
と
に
吾
恋
ひ
居
れ
ば
久
か
た
の
大
の
た
 
 
 

な
雲
に
鶴
飛
び
に
け
り
」
 
の
腐
敗
 
（
新
聞
「
口
本
」
明
治
四
〇
年
九
月
九
日
）
 
は
「
遠
妻
に
吾
恋
ひ
居
れ
ば
久
方
の
天
の
た
な
雲
に
鶴
二
つ
 
 
 

飛
ぷ
」
 
で
あ
り
、
「
遠
妻
」
 
が
使
わ
れ
て
い
た
。
 
 
 

（
全
註
）
 
 

（
私
注
）
 
 

（
岩
）
 
 

（
注
釈
）
 
 

（
小
）
 
 

（
新
）
 
 

（
新
校
）
 
 

（
塙
）
 
 

（
桜
）
 
 

（
角
）
 
 

2
．
辛
肘
蕗
什
 
 萬

棄
集
 
（
新
H
本
古
典
文
学
全
集
）
 
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
 
四
冊
 
小
学
館
・
一
九
九
E
九
六
 
 

萬
寮
生
（
口
本
古
此
ハ
集
成
）
 
青
木
生
子
・
井
手
至
・
伊
藤
博
・
清
水
克
彦
・
橋
本
四
郎
 
五
冊
 
新
潮
社
・
昭
五
一
～
九
 
 

目
本
 

萬
車
乗
（
細
の
古
埜
小
島
憲
之
未
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
六
冊
小
学
館
・
昭
五
七
⊥
ハ
二
 
 

新
校
萬
紫
集
 
澤
浪
人
孝
・
保
椚
梅
友
 
創
几
杜
∴
帽
凹
七
 
 

高
菜
菓
・
本
文
篇
 
佐
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
小
島
憲
之
 
塙
菩
房
・
昭
三
人
 
 

高
菜
来
 
観
久
・
森
山
降
編
 
桜
楓
社
・
昭
五
九
 
 

万
葉
焦
 
上
・
下
 
伊
藤
博
校
‥
托
 
角
川
文
庫
・
昭
六
〇
 
 

「
王
義
之
」
 
 

萬
棄
集
 
（
日
本
 
 

萬
棄
某
注
繹
 
 

萬
葉
鹿
全
註
澤
 
武
田
祐
吉
 
十
六
冊
 
改
造
祉
t
昭
二
三
～
六
／
増
訂
版
 
十
四
冊
 
角
川
書
店
・
昭
二
一
～
一
 
 

席
菜
集
私
技
 
士
屋
文
明
一
．
十
冊
 
筑
密
語
房
・
昭
一
一
西
～
三
▲
／
新
訂
版
 
卜
冊
 
昭
五
一
～
二
 
 

～
 

大
系
）
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
 
四
冊
 
岩
波
書
店
・
昭
三
二
～
七
 
 
 

二
十
冊
 
中
央
公
論
朴
∵
昭
二
二
～
四
三
 
 


